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　来春、４月６日（日）に開催される「さが桜マラソン2014」の参加者の
募集が始まります。　　　
　佐賀県総合運動陸上競技場を発着点とし、神埼市の吉野ヶ里歴史公園内で
折り返します。国内でもまれな平坦なコースを走り抜け、佐賀の魅力を体感
しませんか。

　楽しみながら走ることを目的とし、競技的なランニングとは一線を画す種目です。そのため、マラソン最後尾か
らのスタートとなり、本大会では記録計測は行なわれません。大会運営上、時間規制の関門が設置されます。

■大会ホームページ
※事前に会員登録が必要になります。
　（登録料無料）
パソコンから下記のさが桜マラソン公式ホーム
ページにアクセスし、エントリーの手続きを済ま
せてください。
http://www2.saga-s.co.jp/sakura/

■携帯サイト
※事前に会員登録が必要になります。
　（登録料無料）
携帯電話から下記のＵＲＬにアクセスし、さが桜マラソ
ンの大会情報ページからエントリーの手続きを済ませて
ください。
http://runnet.jp/

平成26年４月６日（日）９時スタート

11月５日（火）20：00 から 11月29日（金）24：00 まで 先着順
※定員に達し次第、募集期間であっても締め切られます。

種　目 定　員 参加料 制限時間
マラソン（42.195㎞） ８，５００人 ８，５００円 ６時間３０分
ファンラン（約10㎞） １，５００人 ３，５００円 １時間４５分

※制限時間は号砲が基準となります。全ての選手がスタート地点を通過する
のに10分程度かかります。

※コース上には、複数の関門が設けられます。

さが桜マラソン 2014
SAGA SAKURA MARATHON

さが桜マラソンエントリー事務局
☎03－6388－0776　10：00 ～ 17:00
※土・日・祝日、12月25日～１月６日を除く
〒152－8532　東京都目黒区原町　１－31－９

さが桜マラソン大会事務局
☎27－0728　９：30 ～ 17：30　※土・日・祝日を除く
〒840－8585　佐賀市天神３－２－23　佐賀新聞社内

開催日／スタート時刻

ファンラン（約10km）

募集期間

申込方法

種目／定員／参加料／制限時間

申し込みに関するお問い合わせ

大会に関するお問い合わせ

▲第１回大会の様子
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さが桜マラソン2014ボランティア募集
平成26年４月６日（日）

神埼市内コース沿道

平成25年12月20日（金）

給水・給食所運営、走路確保　など

約1,000人（目標）

平成26年４月６日時点で15歳以上の方　など

◎申込・問い合わせ先
　神埼市役所　市長公室　☎37－0102

後日、地区回覧（脊振町は全戸配布）に
て配布する応募用紙にご記入ください。

活 動 日

活動場所

応募締切

主な活動

募集人員

応募資格

応募方法

　神埼市内で「さが桜マラソン2014」
のボランティアとして参加し、大会運
営はもとより、ランナーへの声援やお
もてなしなどで皆さん一緒に大会を盛
り上げましょう。



4市報かんざき 2013.11月号

　市では、市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政状況が

どのような状況にあるのかをお知らせするため、財政事情を公表しています。

　今回は、平成24年度決算と平成25年度予算（８月補正後）の状況をお知らせします。（決算に

ついては地方財政状況調査より）

平成24年度一般会計決算

一般会計 歳出総額　145億834万円　対前年比6.1％減

市民1人あたり歳出額　約44万円（Ｈ25.3月末現在人口）

歳入総額　149億5,758万3千円

市税徴収率が0.9%向上
分　析 　

　歳入決算額は、前年度より9億8,709万4千
円減少し149億5,758万3千円となりました。
　農業体質強化基盤整備促進事業などの
国・県支出金や地方交付税が増加したも
のの、西郷保育園建設や学校給食共同調
理場建設などの大型事業が完了したこと
で、市債の借入が大幅に減少。市債につ
いては、東日本大震災を契機に創設され
た緊急防災・減災事業債を活用した小学
校外壁屋根改修事業を実施するなど、事
業の効果や財政的有効性を考慮した借入
に取組んでいます。
　また、不安定な経済動向により地方税
は減少しましたが、徴収率は対前年度
0.9％向上し、安定した自主財源の確保に努
めています。併せて、ふるさと納税をは
じめとする寄附金は、貴重な財源として
市の振興発展事業等に活用しています。
　グラフのとおり、市税を主とした自主
的に調達できる「自主財源」は30.1％で
対前年度0.5％の増となりましたが、地方
交付税や国・県支出金等による「依存財
源」は69.9％と引き続き高い水準で推移
しています。今後も収入に見合った財政
規模を基本としながら安定した財政運営
に努めていきます。

（単位：千円、％）
区　　　　分 23年度 24年度 増減額 増減率

自
主
財
源

地方税 3,188,411 3,166,536 △ 21,875 △ 0.7
分担金・負担金 231,173 291,167 59,994 26.0
使用料・手数料 243,942 256,165 12,223 5.0
財産収入 55,769 47,316 △ 8,453 △ 15.2
寄附金 3,840 7,018 3,178 82.8
繰入金 143,890 68,252 △ 75,638 △ 52.6
繰越金 705,019 499,225 △ 205,794 △ 29.2
諸収入 150,261 172,034 21,773 14.5

依
存
財
源

地方交付税 5,369,362 5,463,754 94,392 1.8
国・県支出金 2,921,837 3,055,665 133,828 4.6
市債 2,396,400 1,428,956 △ 967,444 △ 40.4
地方譲与税 173,067 163,847 △ 9,220 △ 5.3
地方特例交付金 46,750 15,781 △ 30,969 △ 66.2
その他交付金 314,956 321,867 6,911 2.2

合　　計 15,944,677 14,957,583 △ 987,094 △ 6.2

歳入

自主財
源

依
存
財

源

30.1％

69.9％

地方特例交付金
1,578万1千円

地方譲与税
1億6,384万7千円

その他交付金
3億2,186万7千円

分担金・負担金
2億9,116万7千円

使用料・手数料
2億5,616万5千円

繰入金
6,825万2千円

繰越金
4億9,922万5千円

諸収入
1億7,203万4千円

地方交付税
54億6,375万4千円

地方税
31億6,653万6千円

国・県支出金
30億5,566万5千円

市債
14億2,895万6千円

寄附金
701万8千円

財産収入
4,731万6千円

財政事情をお知らせします
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歳出総額　145億833万7千円

事業の「選択と集中」へ
分　析 　

　歳出決算額は、前年度より9億3,711万5
千円減少し145億833万7千円となりました。
　経費節減や事務の効率化に努めたこと
により物件費や維持補修費が減少。普通
建設事業費についても学校給食共同調理
場建設完了などにより減少しました。
　24年度は、歴史的遺産を活用した中心
市街地拠点整備事業や国際化社会の人材
育成を図る小中学校英語教育事業など、
市の発展と次世代を見据えた新たな事業
を展開。また今後の財政基盤を強化する
ための積立金についても対前年度18.5%
の増となり、重要性と柔軟性を考慮した
積極的な基盤整備に取組んでいます。
　なお、公営住宅ストック事業や市道橋
梁新設改良事業など、国の緊急経済対策
で盛り込まれた事業については、25年度
への繰越事業として経済産業・生活基盤
の強化を図ります。
　今後、少子高齢化対策などの扶助費や
市債（借入）返済の公債費は増加傾向に
あり、厳しい財政状況が見込まれます。
後年度の財政負担の軽減を図るために
も、市債の繰上償還など更なる行財政改
革を推進し、事業の必要性や優先度によ
る「取捨選択」に取組んでいきます。

（単位：千円、％）
区　　　分 23年度 24年度 増減額 増減率

義務的経費
人件費 2,323,453 2,262,767 △ 60,686 △ 2.6
扶助費 2,338,006 2,409,349 71,343 3.1
公債費 1,912,432 1,935,108 22,676 1.2

投資的経費

普通建設
事業費 3,036,380 2,358,925 △ 677,455 △ 22.3

災害復旧
事業費 320,506 73,276 △ 247,230 △ 77.1

その他経費

物件費 1,375,948 1,309,782 △ 66,166 △ 4.8
維持補修費 61,969 60,123 △ 1,846 △ 3.0
補助費等 2,007,363 1,855,349 △ 152,014 △ 7.6
積立金 677,565 802,620 125,055 18.5
投資及び出資
金・貸付金 32,000 32,000 0 0.0

繰出金 1,359,830 1,409,038 49,208 3.6
合　　　計 15,445,452 14,508,337 △ 937,115 △ 6.1

義務
的
経
費歳出

投資的経費

そ
の

他
経
費

45.5％
37.7％

16.8％

人件費
22億6,276万7千円

扶助費
24億934万9千円

公債費
19億3,510万8千円

普通建設事業費
23億5,892万5千円

物件費
13億978万2千円

災害復旧事業費
7,327万6千円

補助費等
18億5,534万9千円

投資及び出資金・貸付金
3,200万円

繰出金
14億903万8千円

積立金
8億262万円

維持補修費
6,012万3千円

●決算収支の状況

区　分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引 実質単年度収支

平成23年度 159億4,468万円 154億4,545万円 4億9,923万円 4億5,830万円

平成24年度 149億5,758万円 145億  834万円 4億4,925万円 6億4,836万円

対 前 年 比 6.2%減 6.1％減 ― ―

　24年度の歳入総額は、149億5,758万円で前年度に比べ
6.2％の減、歳出総額においても145億834万円で6.1％の
減となりました。また、歳入・歳出の差引額は4億4,925
万円ですが、翌年度に繰り越すこととなった事業費や、
財政調整のための基金に係る取り崩し額を差し引いた実
質的な収支額は、6億4,836万円となっています。
　なお、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は86.9％
となり、県内の10市平均90.6％を下回りました。この比
率が低いほど自由に使える財源が多い状態を示すことと

なります。人件費や物件費（光熱水費や消耗品）の
減少などで前年度の87.6％に比べると幾分改善されま
したが、引き続き高い値であるといえます。
　今後、合併による財政的優遇措置を受けていた普
通交付税が28年度から減少するなど、厳しい財政状
況が予想される中、各事業の「選択と集中」のバラ
ンスを図り、更なる行財政改革によって「効率性」・

「経済性」を高めながら、市民サービスに配慮した財
政運営に努めていきます。

神埼市の財政事情
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●特別会計の状況

●基金残高 ●市債残高

（歳出決算額）
区　　　　分 23年度 24年度

国民健康保険事業特別会計 37億4,523万円 40億21万円
国民健康保険診療所特別会計 7,796万円 8,611万円
後期高齢者医療特別会計 3億1,609万円 3億5,236万円
簡易水道特別会計 496万円 3,006万円
下水道事業特別会計 11億8,406万円 11億7,528万円

特別会計とは？

　特定の収入（国民健康保険税や下水道使

用料）で事業の支出が賄われている会計で、

24年度末現在で5会計あります。

　なお、下水道事業特別会計には公共下水道

事業のほかに農業集落排水事業、特定地域生

活排水事業が含まれており、長期計画の下、

各事業が進められています。

平成24年度末の基金(預金)残高は約50億円で、住民一人
あたり（25.3月末現在）約15万円となります。

平成24年度末の市債（借金）残高は約218億円で、住民
一人あたり（25.3月末現在）約66万円となります。

 （千円）
23年度 24年度 増減額

一般会計 3,918,144 4,690,276 772,132
特別会計 331,496 326,467 △ 5,029

合計 4,249,640 5,016,743 767,103

 （千円）
23年度 24年度 増減額

一般会計 16,580,592 16,315,593 △ 264,999
特別会計 5,255,380 5,496,020 240,640

合計 21,835,972 21,811,613 △ 24,359

●平成24年度一般会計の主な事業

・農業体質強化基盤整備促進事業（繰越含む） 8億8,137万円
・道路橋梁新設改良、改築、維持、補修事業（繰越含む） 3億3,197万円
・県営ほ場整備事業元利補給補助金 2億1,835万円
・住宅リフォーム緊急助成事業（繰越含む） 1億2,218万円
・筑後川下流土地改良事業負担金 1億1,923万円
・クリーク防災機能保全対策事業 8,149万円
・ため池整備事業（繰越含む） 7,275万円
・災害復旧事業（農地・農業用施設、公共、林道） 6,276万円
・農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業 5,572万円
・中山間地域等直接支払事業 4,813万円
・土地改良モデル事業（繰越含む） 4,077万円
・農地・水保全管理支払交付金事業 3,327万円
・ストック総合改善事業 2,406万円
・森林環境保全直接支援事業 2,390万円
・さがの強い園芸農業確立対策事業 2,326万円
・神埼市地元購買力推進券事業 690万円
・企業誘致対策事業 335万円

・中心市街地拠点整備事業 2,660万円
・地域公共交通活性化対策事業（巡回バス） 1,718万円
・コミュニティ助成事業 1,600万円
・神埼市生活交通路線維持費補助金 675万円
・神埼市総合計画後期基本計画策定事業 584万円
・元気かんざき市民交流祭 439万円
・神埼市ブランド創造事業（菱焼酎） 370万円
・まちづくり市民活動支援事業補助金 234万円
・歴史文化遺産を活かしたまちづくり事業 221万円
・避難所用品費 215万円
・ＣＳＯネットワーク活動事業委託料 200万円
・さが桜マラソン応援事業 152万円
・メガソーラー用地造成事業 109万円
・美活スクール（マイルド婚活）事業 48万円
・官学連携共同商品開発研究推進事業 42万円

・子ども手当費・児童扶養手当・特別障害者手当 6億9,343万円
・公立・私立・管外保育所運営事業 6億4,246万円
・障害者自立支援介護給付事業 4億9,852万円
・脊振共同塵芥処理組合負担金 2億9,961万円
・生活保護扶助費 2億2,999万円
・医療費助成事業（乳幼児～小学生・重心・ひとり親） 1億7,185万円
・予防接種事業 9,034万円
・神埼町老人憩の家改築事業（設計委託業務等） 3,811万円
・生きがい活動支援通所事業 3,414万円
・健康増進健康診査事業（総合健診） 2,373万円
・妊婦・乳児健康診査事業 2,373万円
・長寿祝金・敬老事業 943万円
・子育て支援センター事業 423万円
・介護予防事業（一次予防高齢者施策） 374万円
・あんま、はり灸施術助成事業 360万円
・不妊治療費助成事業 296万円
・自動車交通騒音常時監視事業 56万円

・学校給食共同調理場建設事業（備品購入費含む） 1億7,402万円
・小学校校舎改修事業（外壁屋根改修） 8,721万円
・放課後児童クラブ、子ども教室推進事業 4,077万円
・脊振中学校体育館建替事業（体育館解体及び武道館設計委託） 3,744万円
・私立幼稚園就園奨励補助金 3,440万円
・神埼市小中学校ICT支援員等配置委託事業 2,789万円
・神埼市小中学校英語教育推進事業 2,154万円
・通学バス委託事業 1,800万円
・神埼市体育協会補助金 1,792万円
・埋蔵文化財事業（補助・単独） 1,099万円
・小学校空調設置事業（設計委託） 905万円
・要保護・準要保護援助費 874万円
・スポーツ大会等県外大会出場者補助金 358万円
・歴史文化芸術体験事業 269万円
・日中交流事業（国際交流） 196万円

・ダム関連生活環境整備事業（市道・水路整備） 6,524万円

総務企画部

産業建設部

市民福祉部

教育委員会

脊振支所
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平成25年度予算（８月補正後）の状況
【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（千円）

区　　　分 当　　初 補　正　額 補　正　後

地 方 税 3,031,310 0 3,031,310

地 方 譲 与 税 154,001 0 154,001

地 方 特 例 交 付 金 14,000 0 14,000

そ の 他 交 付 金 311,000 0 311,000

地 方 交 付 税 4,850,000 221,067 5,071,067

分担金及び負担金 169,781 850 170,631

使用料及び手数料 245,916 0 245,916

国・ 県 支 出 金 2,290,442 524,716 2,815,158

財 産 収 入 52,810 0 52,810

寄 附 金 2 0 2

繰 入 金 619,560 △ 113,118 506,442

繰 越 金 100,000 238,556 338,556

諸 収 入 199,278 15,176 214,454

地 方 債 1,502,900 △ 69,200 1,433,700

合　　　　計 13,541,000 818,047 14,359,047

【歳出】目的別　　　　　　　　　　　　　　　 　（千円）

区　　　　分 当　　　初 補　正　額 補　正　後

議 会 費 207,007 0 207,007

総 務 費 1,438,997 423,024 1,862,021

民 生 費 4,885,956 116,239 5,002,195

衛 生 費 1,028,012 16,704 1,044,716

労 働 費 63,065 0 63,065

農 林 水 産 業 費 1,201,970 122,851 1,324,821

商 工 費 138,360 13,973 152,333

土 木 費 1,000,105 12,677 1,012,782

消 防 費 593,303 20,614 613,917

教 育 費 949,834 66,600 1,016,434

災 害 復 旧 費 0 25,365 25,365

公 債 費 2,014,300 0 2,014,300

諸 支 出 金 91 0 91

予 備 費 20,000 0 20,000

合　　　　計 13,541,000 818,047 14,359,047

【歳出】性質別　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

区　　　分 当　　初 補　正　額 補　正　後

人 件 費 2,321,410 5,997 2,327,407

扶 助 費 2,526,259 3,003 2,529,262

公 債 費 2,014,300 0 2,014,300

物 件 費 1,460,943 21,001 1,481,944

維 持 補 修 費 61,882 0 61,882

補 助 費 等 2,295,893 22,798 2,318,691

積 立 金 6,111 354,050 360,161

投資及び出資金・貸付金 32,000 0 32,000

繰 出 金 1,069,560 38 1,069,598

普 通 建 設 事 業 費 1,732,642 385,795 2,118,437

災 害 復 旧 事 業 費 0 25,365 25,365

予 備 費 20,000 0 20,000

合　　　　計 13,541,000 818,047 14,359,047

【特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　  　（千円）

区　　　　分 当　　　初 補　正　額 補　正　後

国 民 健 康 保 険 3,981,963 142,817 4,124,780

国民健康保険診療所 78,572 6,411 84,983

後 期 高 齢 者 医 療 357,407 9,899 367,306

簡 易 水 道 3,030 263 3,293

下 水 道 事 業 1,010,064 27,891 1,037,955

【基金残高】　　　　　　　　　　　　　　　　 　（千円）

当初後残高 補　正　額 補正後残高

一 般 会 計 4,076,833 491,804 4,568,637

特 別 会 計 315,746 96,052 411,798

合 　 　 計 4,392,579 587,856 4,980,435

市民１人あたりの基金残高（25.8月末現在人口） 151

【市債残高】　　　　　　　　　　　　　　　　 　（千円）

当初後残高 補　正　額 補正後残高

一 般 会 計 16,027,889 △ 69,200 15,958,689

特 別 会 計 5,588,816 0 5,588,816

合 　 　 計 21,616,705 △ 69,200 21,547,505

市民１人あたりの市債残高（25.8月末現在人口） 652

◎問い合わせ先　神埼市役所　財政課　☎３７－０１０１

神埼市の財政事情
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平成26年４月から

公共下水道・農業集落排水・
浄化槽の使用料徴収方法が
変わります

　

神
埼
市
で
は
、
約
６
割
の
家
庭
で

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
や
浄

化
槽
（
以
下
、
下
水
道
等
）
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
下
水
道
等

の
使
用
料
は
市
で
徴
収
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
26
年
４
月
分
か
ら
は
、
佐

賀
東
部
水
道
企
業
団
が
上
水
道
料
金

と
一
括
し
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
目
的
は
、
料
金
等
の
徴
収
形

態
が
同
じ
２
事
業
体
（
上
水
道
と

下
水
道
等
）
が
ほ
ぼ
同
一
の
使
用
者

に
対
し
、
各
々
独
自
に
徴
収
業
務
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
賀
東
部

水
道
企
業
団
に
下
水
道
等
の
徴
収
事

務
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費

の
節
減
と
効
率
的
な
事
業
の
推
進
を

図
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
上
水
道
は
使
用
せ
ず
井
戸

水
や
簡
易
水
道
を
使
用
し
て
い
る
家

庭
に
つ
い
て
も
、
佐
賀
東
部
水
道
企

業
団
が
下
水
道
等
使
用
料
を
徴
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

現
在
毎
月
納
付
さ
れ
て
い
る
下
水
道

等
使
用
料
は
、
上
水
道
と
同
じ
く
２

か
月
分
ま
と
め
て
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
４
月
以
降
の
徴
収
に
つ
い
て

　

合
併
前
の
町
・
地
域
区
分
に
よ
り
、

徴
収
月
が
異
な
り
ま
す
。
地
域
の
徴

収
月
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座

振
替
日
は
徴
収
月
の
27
日
（
再
振
替

は
翌
月
14
日
）
で
す
。
な
お
、
翌
月

14
日
に
行
わ
れ
る
再
振
替
の
通
知
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
神
埼
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
の

　

徴
収
月

　

上
水
道
徴
収
を
奇
数
月
に
行
っ
て

い
る
た
め
、
下
水
道
と
合
算
し
て
、

４
月
分
以
降
は
別
表
１
の
と
お
り
請

求
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
下
水
道
等
使

用
料
の
徴
収
委
託
は
平
成
26
年
４
月

か
ら
と
な
る
た
め
、５
月
徴
収
分（
下

水
道
等
）
は
４
月
分
の
み
と
な
り
、

３
月
分
は
市
が
徴
収
し
ま
す
。（
初

年
度
の
み
）

●
千
代
田
町
内
お
よ
び
脊
振
町
内

　

に
お
住
ま
い
の
人
の
徴
収
月

　

上
水
道
徴
収
を
偶
数
月
に
行
っ
て

い
る
た
め
下
水
道
等
と
合
算
し
て
、

４
月
分
以
降
は
別
表
２
の
と
お
り
請

求
さ
れ
ま
す
。

　

上
水
道
お
よ
び
下
水
道
等
使
用
料

は
原
則
、
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り

納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
の
事
情
に
よ
り
、
次
の
内
容
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
下
水
道
と
井
戸
水
・
簡
易
水
道
を

　

利
用
し
て
い
る
方

　

下
水
道
等
使
用
料
の
支
払
口
座

は
、
市
役
所
で
登
録
さ
れ
て
い
る
使

用
者
名
義
・
口
座
を
そ
の
ま
ま
利
用

で
き
ま
す
。

●
下
水
道
と
上
水
道
を
利
用
し
て
い

る
方

　

今
後
の
上
下
水
道
使
用
料
の
支
払

い
は
、
基
本
的
に
は
東
部
水
道
企

業
団
の
登
録
口
座
か
ら
振
替
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
上
水
道
の
振
替
口
座
が

下
水
道
登
録
口
座
と
異
な
る
場
合

は
、
上
水
道
で
登
録
さ
れ
て
い
る
口

座
で
振
替
い
た
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
登
録
口
座
で
振
替
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
佐
賀
東
部
水
道

企
業
団
へ
変
更
の
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
金
融
機
関
等
が

　
　
　
　
　
　
　

拡
大
し
ま
す

（
下
水
道
等
使
用
料
の
み
）

　

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
が
締
結
し

て
い
る
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。（
別
表
３
）

※
上
下
水
道
使
用
料
滞
納
者
に
対
し

て
は
平
成
26
年
４
月
以
降
、
上
水

道
の
利
用
停
止
措
置
を
取
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
支
払
い
漏
れ
が
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
後
も
広
報
で
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

下
水
道
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
５

　

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団　

営
業
課

　

☎
３
０

－

６
２
１
２

【別表１】神埼町内にお住まいの方
徴収月 上水道 下水道等

5月 3・4月使用分 ※4月使用分
7月 5・6月使用分 5・6月使用分
9月 7・8月使用分 7・8月使用分
11月 9・10月使用分 9・10月使用分
1月 11・12月使用分 11・12月使用分
3月 1・2月使用分 1・2月使用分

※H27年度以降の5月徴収分は3・4月使用分

【別表２】千代田町内および脊振町内にお住まいの方
徴収月 上水道 下水道等

6月 4・5月使用分 4・5月使用分
8月 6・7月使用分 6・7月使用分
10月 8・9月使用分 8・9月使用分
12月 10・11月使用分 10・11月使用分
2月 12・1月使用分 12・1月使用分
4月 2・3月使用分 2・3月使用分

【別表３】４月以降利用できる金融機関・コンビニエンスストア
金　融　機　関

佐賀銀行、佐賀共栄銀行、佐賀信用金庫、佐賀東信用組合、九
州労働金庫、福岡銀行、西日本シティ銀行、筑邦銀行、大川信
用金庫、佐賀県農業協同組合、佐賀県信漁連、九州内のゆうちょ
銀行・郵便局（沖縄県を除く）

コンビニエンスストア
セブン・イレブン、ローソン、ファミリーマート、エブリワン、
サークルKサンクス、ヤマザキデイリーストア、デイリーヤマザ
キ、ポプラ、ミニストップ、ココストア、 RICマート、スパー
※その他、佐賀東部水道企業団が指定するコンビニが利用可能。
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夜の市長室どんなことでも構いません。
皆さまの声をお聞かせください！

　10月の神埼市役所開催分には、２人が来庁されました。

◎問い合わせ先
　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

　○今後の予定

と　き と こ ろ
11月５日（火） 千代田支所
12月３日（火） 脊振支所

　18：00～20：00（１組30分程度）

※当日は、来庁順で受け付けを
行います。

※お住まいの地区に関係なくお
越しいただけます。

防
災
情
報
を

ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
で
確
認
で
き
ま
す

◦
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

　

☎
５
１

－

１
２
６
０
に
電
話
を
か

け
る
と
放
送
さ
れ
た
内
容
が
確
認

で
き
ま
す
。

　

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

◦
防
災
メ
ー
ル
の
配
信

　

携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
事
前
に
登
録

し
て
い
た
だ
く
と
緊
急
情
報
を

メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。

　

※
登
録
方
法
は
、
下
記
の
「
防
災

メ
ー
ル
登
録
方
法
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
防
災
W
E
B

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
の
開
設

　
（http://w

w
w
.bousai.city.

kanzaki.saga.jp

）

　

放
送
さ
れ
た
内
容
や

防
災
に
関
す
る
情
報

が
確
認
で
き
ま
す
。

防
災
メ
ー
ル
登
録
方
法

【
登
録
方
法　

そ
の
１
】

携
帯
電
話
に
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

機
能
が
あ
る
場
合
は
左
側
の
「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
」
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
、
案
内

に
従
い
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

　【
登
録
方
法　

そ
の
２
】

左
記
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sa
i.c
ity.

kanzaki.saga.jp/m
ail/pub/

　

返
信
メ
ー
ル
が
受
信
で
き
な
い
時

は
、
着
信
拒
否
の
設
定
『
ド
メ
イ
ン
指

定
受
信
』（bousai.city.kanzaki.

saga.jp

）
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。『
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
』
の

設
定
方
法
は
各
端
末
会
社
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
市
役
所　

防
災
危
機
管
理
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
４

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど
の
緊
急
情
報
は
、
テ
ロ
ッ
プ
表
示
し
ま
す

　

火
災
や
避
難
準
備
情
報
は
、
デ
ー
タ
放
送
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
以
外
に
３
つ
の
方
法
で
放
送
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

プレミアム商品券「神埼よかよか券」

11月10日（日）販売開始!!
　神埼市商工会では、神埼市の支

援を受けて、神埼市地元購買力推

進商品券「神埼よかよか券」の販

売を開始します。

　 １ セ ッ ト（10,000円 ） の 購

入で10%のプレミアムが付いて

11,000円分のお買物ができます。

　大変お得な商品券ですので皆さ

まのご利用をお願いします。

○販売開始日　平成25年11月10日(日)

○販売場所　　神埼市商工会(本所)、市内販売店登録事業所

○購入金額　　１セット10,000円（500円×22枚＝11,000円）

○購入限度額　お一人10セット（10万円）まで

○販売総数　　10,000セット

○使用期間　　平成25年11月10日(日)

　　　　　　　　　　　～平成26年1月31日(金)

※詳しくは、チラシをご覧になるか、お問い合わせください。

◎問い合わせ先　神埼市商工会　☎52－7131

市長交際費の公表
（平成25年７月～９月分）

項目 件数 支出額（円）

弔　慰 2 13,000

御　祝 37 111,400

激　励 2 6,000

会　費 1 8,000

見舞い 0 0

その他 5 24,230

計 47 162,630
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個人住民税の特別徴収の適正化に向けて
県内全市町と佐賀県が一斉に取り組みます！

～特別徴収の適正な実施を求める通知文書を発送します～

　個人住民税の特別徴収とは、事業主（給与支払者）が、所得税の源泉徴収と同様に、毎月
従業員に支払う給与から個人住民税を天引きし、市町へ納入していただく制度です。　

　個人住民税の特別徴収義務があるにも関わら
ず、特別徴収を適正に実施していない事業所に、
平成25年11月６日（水）付けで、市から一斉に「個
人住民税に係る特別徴収義務者指定の適正化最
終通知文書」または「個人住民税に係る特別徴
収の適正化通知文書」を発送します。
　この文書がお手元に届いた事業所は、神埼市
役所税務課で特別徴収の手続をしてください。

◎問い合わせ先　
　神埼市役所　税務課　☎37－0114

　
■給与を支払う事業者は、地方税法および神埼市の条

例の規定により、特別徴収義務者として個人住民税
を特別徴収していただくことになっています。

　※原則として、パートやアルバイトなどを含む全て
の従業員について特別徴収する必要があります。

■個人住民税の特別徴収は、従業員の方にとって、「毎
月給与から天引きされるため金融機関に出向く手間
が省ける、納め忘れがない、１年分の税額を12回に
分けるので１回あたりの納付額が少なくてすむ」と
いうメリットがあります。

平成26年１月から

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます
　事業所得を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度について、
平成26年１月から対象となる方が拡大されます。

平成26年1月から

○記帳する内容

　売上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事

項を帳簿に記載します。記帳に当たっては、一つ一つの取引ご

とではなく日々の合計金額をまとめて記載するなど、簡易な方

法で記載してもよいことになっています。

○帳簿等の保存

　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成

した帳簿や受け取った請求書・領収書などの書類を保存する必

要があります。

現　行 　・・・白色申告のうち前々年分あるいは前年分の事業所得等の金額の合計が300万円を超える方

　事業所得（農業所得を含む）、不動産所得または山林所得を生ず
　べき業務を行う全ての方

　※所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象
　　となります。

▼帳簿書類の保存期間

保存が必要なもの
保存
期間

帳
簿

収入金額や必要経費を記
載した帳簿（法定帳簿）

７年

業務に関して作成した上
記以外の帳簿（任意帳簿）

５年

書
類

決算に関して作成した棚
卸表その他の書類

５年業務に関して作成し、ま
たは受領した請求書、納
品書、送り状、領収書な
どの書類

◎問い合わせ先　鳥栖税務署　☎0942－82－3563
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年末調整説明会
のお知らせ
（平成25年分給与所得

の年末調整説明会）

○対　象　神埼市の源泉徴収義務者
○と　き　11月13日（水）　13：30 ～ 15：30
○ところ　千代田文化会館「はんぎーホール」
※年末調整関係書類（案内状同封）を事前に送付します

ので、ご出席の際は必ずご持参ください。

◎問い合わせ先　鳥栖税務署　法人課税部門（源泉所得税担当）　☎0942－82－3563

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます
年末調整・確定申告まで大切に保管を！

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告に
おいて全額が社会保険料控除の対象となります。そ
の年の１月１日から12月31日までに納付した保険料
が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付した
ことを証明する書類の添付が義務付けられています。

①平成25年１月１日から９月30日までの間に国民年
金保険料を納付された方

　…「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が、
11月上旬に日本年金機構から送付されます。

②平成25年10月１日から12月31日までの間に今年
はじめて国民年金保険料を納付された方

　…「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は
来年の２月上旬に送付されます。

　年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（または領収証書）を添付
してください。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合にも、ご本人の社会保
険料控除に加えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明書
を添付のうえ申告してください。

◎問い合わせ先　日本年金機構　佐賀年金事務所　国民年金課　☎31－4194

　平成25年12月1日を基準日として、全国一斉
の「平成25年住生活総合調査」が実施されま
す。この調査は、国土交通省が都道府県、市町
村の協力のもとで実施

し、市民の皆さんの住宅や住環境に関する評価や、今後の住まい方、改善計画等を伺うもの
で、国や地方公共団体が住宅施策を行う上で重要な資料となるものです。調査対象となられ
た世帯には、11月21日から12月10日までの間、統計調査員証を持った調査員が伺いますので、
ご協力をお願いいたします。

○調査の方法
　統計調査員が世帯を訪問し、調査票を配布・回収す

る方法により行います。
○主な調査項目
　（１）現在お住まいの住宅及びそのまわりの環境の評

　 価について
　（２）最近の居住状況の変化について
　（３）住宅の住み替え・改善の意向について

○調査結果の公表
　調査の結果は、全国のほか、地方ブロック別、市部

郡部別にまとめられ、公表されます。これらの結果は、
インターネットで閲覧できるほか、報告書にもまと
められ、住生活の安定・向上のための総合的な施策
を推進する上での基礎資料として利用されるととも
に、広く国民一般の利用に供されます。

ご協力ください　住生活総合調査

◎問い合わせ先　神埼市役所　建設課　☎37－0103
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い
る
。

⑹
家
庭
の
災
害
・
・
・
火
災
、
風
水

害
、
地
震
な
ど
の
災
害
の
復
旧
に

あ
た
っ
て
い
る
。

※
「
下
の
子
の
保
育
に
手
が
掛
か
る

た
め
」「
友
達
が
い
な
い
た
め
」「
遊

ぶ
場
所
が
な
い
た
め
」
と
い
う
こ

と
な
ど
の
理
由
で
は
入
園
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
書
配
布
・
提
出
場
所

◇
新
入
園
児
の
方

　

市
役
所
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

（
千
代
田
・
脊
振
）
総
合
窓
口
課

ま
で
。

◇
現
在
、
市
内
の
保
育
園
に
在
園
さ

れ
て
い
る
方

　

来
年
度
も
市
内
の
保
育
園
へ
継
続

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
保

育
園
ま
で
。

◇
現
在
、
市
外
の
保
育
園
に
通
わ
れ

て
い
る
方

　

新
入
園
児
と
同
様
、
市
役
所
ま
た

は
支
所
窓
口
ま
で
。

○
入
園
申
込
み
の
で
き
る
方

　

保
育
園
へ
入
園
で
き
る
の
は
、﹁
生

後
６
个
月
か
ら
就
学
前
の
児
童
﹂で
、

児
童
の
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の

事
情
に
よ
り
保
育
を
で
き
な
い
場
合

で
す
。

⑴
家
庭
外
労
働
・
・
・
児
童
の
保
護

者
が
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。（
最

低
勤
務
時
間
お
よ
び
日
数
が
、
１

日
４
時
間
以
上
か
つ
月
15
日
以
上
）

⑵
家
庭
内
労
働
・
・
・
児
童
の
保
護

者
が
家
庭
内
で
児
童
と
は
な
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
（
最
低
勤
務
時
間
お
よ
び
日
数
が
、

１
日
４
時
間
以
上
か
つ
月
15
日
以

上
）

⑶
親
の
い
な
い
家
庭
・
・
・
死
亡
、

行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の
理
由
に

よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
。

⑷
母
親
の
出
産
、
保
護
者
の
病
気

等
・
・
・
出
産
の
前
後
（
出
産
月

を
挟
ん
で
前
後
２
ヶ
月
以
内
、
最

大
４
ヶ
月
）
や
保
護
者
が
病
気
、

負
傷
、
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

⑸
病
人
の
看
護
等
・
・
・
家
庭
で
長

期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害

が
あ
る
人
の
介
護
、
介
助
を
し
て

○
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

⑴
入
園
申
込
書

　
（
児
童
１
人
に
つ
き
１
部
）

⑵
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
、
母
子

手
帳
の
写
し
、
診
断
書
等
）

※
同
居
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
祖
父

母
に
つ
い
て
も
提
出
が
必
要
で
す
。

◇
保
育
料
算
定
資
料
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る

も
の（
平
成
25
年
分
源
泉
徴
収
票
、

平
成
25
年
分
確
定
申
告
書
の
控
な

ど
）
を
後
日
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
児
童
の
両
親
お
よ
び
児
童
を
税
の

扶
養
あ
る
い
は
健
康
保
険
の
扶
養

家
族
と
し
て
い
る
親
族
の
方
の
書

類
が
必
要
で
す
。

○
入
園
選
考
に
つ
い
て

　

入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

申
込
書
と
面
接
に
よ
り
保
育
に
欠

け
る
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
、

優
先
順
位
の
高
い
方
か
ら
入
園
を

決
定
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所 

福
祉
課 

　

☎
３
７

－

０
１
１
０

　

千
代
田
支
所 

総
合
窓
口
課

　

☎
４
４

－

３
０
７
１

　

脊
振
支
所 

総
合
窓
口
課

　

☎
５
９

－

２
１
１
１

平
成
26
年
度

保
育
園
入
園
児
募
集

︻
市
内
保
育
園
︼

　

仁
比
山
保
育
園
（
市
立
）

　

西
郷
保
育
園
（
市
立
）

　

ち
よ
だ
保
育
園
（
市
立
）

　

せ
ふ
り
保
育
園
（
市
立
）

　

神
埼
双
葉
園
（
私
立
）

　

小
桜
保
育
園
（
私
立
）

　

神
埼
保
育
園
（
私
立
）

　

ち
と
せ
保
育
園
（
私
立
）

︻
認
定
こ
ど
も
園
︼

　

子
ど
も
の
家
保
育
園
（
私
立
）

　

ベ
リ
ー
ボ
タ
ン
保
育
園
（
私
立
）

※
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
希
望
の

方
は
、
直
接
左
記
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

・
子
ど
も
の
家
保
育
園（
大
立
寺
幼
稚
園
）

　
（
千
代
田
町
嘉
納
５
９
７
）

　

☎
４
４

－

３
１
４
４

・
ベ
リ
ー
ボ
タ
ン
保
育
園（
神
埼
幼
稚
園
）

　
（
神
埼
町
田
道
ヶ
里
２
１
５
３

－

５
）

　

☎
５
３

－
４
５
０
０

○
受
付
期
間　
︿
土
、
日
を
除
く
﹀

　

11
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
　
　

12
月
20
日
（
金
）
ま
で

有
料
広
告

有
料
広
告
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あなたも里親さんになってみませんか
11月は ｢里親を求める運動｣ 月間です。

里親制度とは・・・

佐賀県里親会のご紹介

　本来、子どもは十分な親の愛情を受けながら家庭的な雰
囲気の中で育っていくものですが、事情によりそのことが
難しい子どもに家庭と愛情を提供し社会的に養育する制度
です。

　里親サロンや年に１回の総会、児童相談所の研修等を通
じて、仲間づくりや情報交換、自己研鑽等を行い、楽しみ
ながら活動しています。里親に関心のある方は参加してみ
ませんか。
　また、里親会の活動を支援していただける賛助会員も併
せて募集しています。興味がある方は右記の問い合わせ先
までお願いします。

◎相談・問い合わせ先
　佐賀県中央児童相談所（佐賀県総合福祉センター）
　佐賀市天佑1－8－5
　☎26－1212

総合福祉センター

みんなで守ろう子どもの明日 ～迷ったら相談・通告を～
11月は児童虐待防止推進月間です!!　あなたの「気づき」を子どもたちのために生かしてください。

＜神埼市相談専用メールアドレス＞

k-soudan@city.kanzaki.lg.jp
※秘密は厳守します。まずは、ご連絡ください。

「身体的虐待」　殴る、蹴る、投げ落とす、激し
く揺さぶる、たばこの火などを押しつける。

「性的虐待」　子どもへの性的行為、性的行為を
見せる、ポルノグラフィーの被写体にする。

「ネグレクト」　家に閉じこめる、食事を与えな
い、自動車の中に放置する、重い病気になっても
病院に連れて行かない。

「心理的虐待」　言葉による脅し、無視、きょう
だい間での差別扱い、子どもの目の前で家族に対
して暴力をふるう。

◆虐待とは・・・・・ 　その他「おかしいな・・・。これって虐待・・・・？」と思うこと
があれば、下記までご連絡ください。間違いであっても罰
せられたり、責められたりすることは決してありません。
情報提供してくださった方の情報は一切公開しません。連
絡をするあなたの勇気が、地域の子どもたちを救います。

＜連絡先＞
◆神埼市役所　福祉課　☎37－0110 
◆佐賀県中央児童相談所　☎26－1212 
◆神埼警察署　☎52－2114

「女性相談」「家庭相談」等についてもお受けします。
一人で悩まず、まずご相談ください。
◎問い合わせ先　神埼市役所　福祉課　☎37－0110

有
料
広
告

有
料
広
告
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

冬
休
み
入
会
を
受
け
付
け
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　

指
導
員
募
集

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
昼
間
家
に
保
護
者
等

の
い
な
い
児
童
を
あ
ず
か
り
、
遊
び
を
中
心
と
し
た
指
導
を
通
じ

て
児
童
の
安
全
と
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

冬
休
み
（
12
月
25
日
～
28
日
・
１
月
４
日
～
７
日
）
に
お
い
て

入
会
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象　

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

①
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
書

　

②
勤
務
証
明
書
（
児
童
の
保
護
者
）

　

③
児
童
健
康
等
生
活
調
査

　

④
誓
約
及
び
承
諾
書

　

⑤
傷
害
保
険
料
（
年
額
８
０
０
円
）

※
②
～
⑤
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
入
会
の
実
績
が
あ
れ
ば
不
要
で

す
。
ま
た
、
今
年
度
ド
リ
ー
ム
パ
ー
ク
参
加
の
実
績
が
あ
れ
ば

⑤
は
不
要
で
す
。

※
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
引
き
続
き
利
用
さ
れ
る
方
は
、
書

類
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
利
用
さ
れ
な
い
場
合

は
一
時
退
会
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
開
設
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

○
負
担
金　

１
，０
０
０
円　

※
お
や
つ
代
等
が
別
途
必
要
で
す
。

○
申
込
締
切
日　

12
月
６
日
（
金
）
※
締
め
切
り
厳
守

○
注
意
事
項

・
長
期
休
暇
の
み
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
土
曜
日
の
入
会
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
終
了
時
間
の
午
後
６
時
ま
で
に
は
、
保
護
者
の
迎
え
が
必
要
で
す
。

・
弁
当
、
水
筒
等
持
参

・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課　

☎
４
４

－

２
７
３
１

○
業
務
内
容

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
昼

間
家
に
保
護
者
等
の
い
な
い
児
童
を
あ
ず
か

り
、
遊
び
を
中
心
と
し
た
指
導
を
通
じ
て
児

童
の
安
全
と
健
全
育
成
を
図
る
。

○
募
集
職
種
・
人
員

・
代
替　
　
　
　
　
　
　

10
人
程
度

・
障
害
児
対
応
代
替　
　

２
人
程
度

○
勤
務
形
態

・
平
日　

午
後
２
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
（
５
～
６
時
間
の
交
代
制
）

・
土
曜
日
・
長
期
休
業
中

　
　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
（
５
～
６
時
間
の
交
代
制
）

○
賃
金

・
代
替　
　
　
　
　
　
　

時
給
８
２
０
円

・
障
害
児
対
応
代
替　
　

時
給
８
６
０
円

○
資
格

　

障
害
児
対
応
代
替
は
、
看
護
師
・
介
護
士
ま
た

は
保
育
士
、
看
護
士
・
児
童
厚
生
員
等
の
資
格

が
必
要
で
す
。

○
申
込
方
法

　

次
の
書
類
を
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
販
の
A
４
サ
イ
ズ
の
履
歴
書
（
顔
写
真
付
）

○
申
込
締
切
日　

11
月
29
日
（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

☎
４
４

－

２
７
３
１

　

神
埼
市
で
は
、
妊
婦
を
対
象
と
し
た

歯
科
健
診
を
、
市
内
の
委
託
医
療
機
関

に
て
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
や
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
影
響
で
む
し
歯
や
歯
周
病
が
お
き

や
す
く
な
り
、
放
置
す
る
と
、
早
産
や

低
体
重
児
出
産
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
に

む
し
歯
菌
を
う
つ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
身
の
健
康
と
安
全
な
出
産
、
生
ま
れ
て
く
る
お
子
さ
ん
の
た
め
に
、

妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
も
一
緒
に
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
む
し
歯
や

歯
周
病
の
早
期
発
見
・
治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
市
役
所　

保
健
環
境
課　

☎
５
１

－

１
２
３
４

妊
婦
歯
科
健
診
を受

け
ま
し
ょ
う

委託医療機関

古賀歯科医院
☎52-1647

福島デンタルクリニック
☎52-2268

こばやし歯科医院
☎55-6030

船津歯科医院
☎52-1391

しばた歯科医院
☎55-9118

江頭歯科医院
☎44-5523

泉福歯科医院
☎52-2839

大櫛歯科矯正歯科医院
☎44-5475

なかはら歯科医院
☎53-1849

中村歯科医院
☎44-2992

永原歯科医院
☎52-2970

中山歯科医院
☎44-4147

神埼市国民健康保険脊振診療所
☎59-2321
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国保事業 日帰り人間ドックのお知らせ
○対象者
　①神埼市国民健康保険に加入されている方
　②平成25年４月１日現在で40歳以上の方
　③国民健康保険税を完納されている世帯の方
○定員　　
　60人（申込順）定員になり次第締め切ります。
○検査項目
　胸部Ｘ線直接撮影、心電図、肺機能、胃透視または胃カメラ、
　腹部超音波、眼底検査、便潜血、血液検査など
○検査料金　
　個人負担　11,700円　※婦人健診、その他健診は別料金
○申込期間　
　11月11日（月）から22日（金）まで（土・日曜除く）
　※電話での予約もできますが申請が必要です。
　　印鑑を持参の上、申請してください。

○検査日　
　平成25年12月から平成26年３月まで

のうち受診者が希望する日
・月曜日から金曜日（祝祭日除く）
・月に１～２回行われる土曜日
○検査時間　　
　８：30 ～ 15：00
　（受付時間　８：00 ～８：30）
○検査場所
　成人病予防センター
　（佐賀市新中町２－15）

◎申込・問い合わせ先
　神埼市役所　市民課　☎37－0115

プレアホール神埼

プレアホール神埼 友の会会員募集中
登録 ・ 年会費　　　無　料

プレアホール神埼事務所またはＪＡ神埼地区各支所で受け付けて
います。（要認印）

○故人の満年齢に応じて葬儀代金を割引いたします。
　（5,000 円～ 30,000 円）
○プレアホール神埼友の会より選べる敬供品
　（生花、果物、灯ろうから 1点）を進呈いたします。
○葬儀後に指定店で使える供養割引券を進呈いたします。

詳しくはプレアホール神埼（55－8008）へお問い合わせください。

特典は会員登録から 3日後、プレアホール神埼での
ご葬儀依頼に限ります。

会員特典

有
料
広
告

有
料
広
告

65歳～ 74歳で一定の障がいをお持ちの方は
後期高齢者医療制度を選択できます
　後期高齢者医療制度は、75歳以上の高齢者の方が加入されている医療制度ですが、一定の障
がいがある65歳から74歳までの方が申請をされ、後期高齢者医療広域連合の認定を受けること
で、後期高齢者医療制度へ加入され被保険者となることができます。
　加入すると負担割合や保険料に変更が生じる場合があります。加入者の方にとって有利である
かどうかはそれぞれの世帯状況によって異なりますので、まずは市役所市民課にご相談ください。

　主に右の表に該当する障がいのことをいいます。

　神埼市役所または各支所へ申請してください。
　・持参するもの　　
　　①障がいの程度が記載された手帳等
　　②印　鑑
　　③現在お持ちの健康保険証

　◎問い合わせ先　　
　　神埼市役所　市民課　☎37－0115

一定の障がいとは

後期高齢者医療制度への加入方法

障　が　い　の　程　度

身体障害者
手帳

・１級、２級、３級
・４級の次のいずれか
　①音声機能、言語機能の著しい障がい
　②両下肢のすべての指を欠くもの
　③１下肢を下腿の２分の１以上で欠くもの
　④１下肢の機能の著しい障がい

精神障害者保
健福祉手帳

１級、２級

療育手帳 Ａ（重度）

国民年金法等
の障害年金

１級、２級
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低利資金を利用して
経営改善を図りましょう 農業制度資金のご案内

資　金　使　途 利用できる主な資金名

農機具等を購入したい場合 農業近代化資金
認定農業者（※1）が農地を取得したい場合 農業経営基盤強化資金
認定農業者（※1）が短期運転資金を借り入れたい場合 農業経営改善促進資金
経営改善の意欲と能力を有しながらも営農負債の償還が困難となっている場合 農業経営負担軽減支援資金
不慮の災害や社会的・経済的な環境の変化等で売り上げが減少し、資金繰りに支
障をきたしている場合 農林漁業セーフティネット資金

新しい農業技術等を自主性と創意を生かしつつ新しい農業経営にチャレンジする場合 農業改良資金
認定就農者（※2）が新たに就農しようとする場合 就農支援資金
※1　認定農業者とは、「農業経営基盤強化促進法」に基づ

く農業経営改善計画等を作成し、市町長の認定を受け
た個人および法人

※2　認定就農者とは、新たに就農しようとする青年
等であって、農業の技術または経営方法を実地に
習得するための研修等の計画（就農計画）を作成し、
当該計画が適当である旨の知事の認定を受けた方◆借入条件等の詳しい内容は、 下記までお問い合わせください。

◆農業制度資金の詳しい内容を記載したパンフレット「農業制
度資金のご案内」を佐賀県ホームページに掲載しています。

※佐賀県ホームページ（http://www.pref.saga.lg.jp）からのア
クセス

　「しごとと産業」→「農林水産業」→「農業（農業関係制度・
計画）」→「農業制度資金のご案内」

◎問い合わせ先
　ＪＡさが神埼地区中央支所　☎52－6111
　神埼市役所　農政水産課　　☎37－0117
　三神農業改良普及センター　☎52－1231
　佐賀中部農林事務所農政課　☎31－3282

有
料
広
告

有
料
広
告

国の名勝　『九年庵』　秋の一般公開
○公開期間　　11月15日（金）～ 23日（土・祝）（９日間）
○開園時間　　８：30 ～ 16：00
○美化協力金　300円（中学生以下は無料）
○入園整理券
・九年庵へ入園する際は、午前８時頃から本部テントで配布する入園

整理券が必要です。来園者が多くなり、午後４時までに入園の見込
みがたたない場合は、入園整理券の配布を早めに中止します。

・臨時駐車場は、吉野ヶ里北側臨時駐車場を使用します。
・交通混雑が予想されますので、公共交通機関をご利用ください。
・九年庵の一般公開に伴い、仁比山公園の駐車場は、有料（身障者専用）となります。
・期間中は、神埼駅南口より九年庵（仁比山神社前）行きの路線バス（昭和バス）が運行されます。期間中は、
　バスを増便されます。＜1時間に２便、片道300円＞
◎問い合わせ先　神埼市役所　商工観光課　☎37－0107
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女

が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
自
ら

の
意
思
に
よ
っ
て
家
庭
や
地
域
、
職

場
、
学
校
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す

る
こ
と
が
で
き
、
共
に
責
任
を
担
う

社
会
の
こ
と
で
す
。
こ
の
男
女
共
同

参
画
社
会
が
実
現
す
る
と
男
性
も
女

性
も
意
欲
に
応
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
家
庭
生
活
で

は
、家
族
が
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
、

お
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
う
事
で
家

族
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
強
く
な

り
仕
事
と
家
庭
の
両
立
環
境
が
整

い
、男
性
の
家
庭
参
画
が
進
み
ま
す
。

︻
男
女
共
同
参
画
の
ス
ス
メ
︼

男
性
の
た
め
の
10
カ
条

　

い
く
つ
実
践
で
き
て
い
ま
す
か
？

○
「
お
は
よ
う
」
の
声
か
け

○「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」

を
言
う

○
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
す
る

○
家
事
を
す
る

○
育
児
を
す
る

○
お
互
い
自
分
の
時
間
を
大
切
に
す
る

○
各
々
の
付
き
合
い
を
大
切
に
す
る

○
自
分
だ
け
の
家
だ
け
で
は
な
い
こ

と
を
知
る

○
気
配
り
や
思
い
や
り
を
忘
れ
な
い

○
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
す
る

「
あ
り
が
と
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

 

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
は
、
11
月
14
日
を
あ
り

が
と
う
デ
ー
に
決
め
て
い
ま
す
。
日

頃
の
「
あ
り
が
と
う
」
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
、
い
ま
一
番
「
あ
り
が

と
う
」
を
伝
え
た
い
人
に
贈
り
ま
せ

ん
か
。
贈
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格　

　

神
埼
市
在
住
の
方

○
応
募
方
法　
　

　

用
紙
自
由
（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

封
書
）
字
数
は
40
字
程
度

○
締
め
切
り　

11
月
30
日
（
土
）

○
入
賞
作
品
は
市
報
２
月
号
で
発

表
、
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
４
２

－

０
０
０
３

　

神
埼
市
千
代
田
町
境
原

　

２
８
２

－

１
２

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　
「
あ
り
が
と
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　

担
当 

佐
藤 

☎
４
４

－

２
９
２
５

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室

　

☎
３
７

－

０
０
８
８

女
性
の
た
め
の
相
談
室

〇
と　

き　

11
月
20
日
（
水
）

　

午
後
１
時
半
か
ら
４
時
半
ま
で　

〇
と
こ
ろ　

　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

２
階
和
室

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

髙
栁

　

☎
５
２

－

４
７
０
９

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室

　

☎
３
７

－

０
０
８
８

先進地視察研修のご案内
　男女共同参画社会を実現するた
め、男女共同参画基本計画が策定さ
れ、人権尊重、仕事と家庭における
男女共同の意識づくりなどが基本目
標となっています。今年は、唐津市
における男女共同参画への取り組み
を身近に勉強します。
○とき　11月28日（木）午前８時
　　　　（神埼市中央公民館出発）
○視察先　唐津市役所、旧高取邸
○参加費　1,500円程度
○定員　30人
○申込締切日　11月14日（木）
◎問い合わせ先
　神埼市男女共同参画推進ネット

ワーク　山邊　☎59－2844　
　神埼市役所　市長公室
　☎37－0088

　内閣府仕事と生活の調和推進室では『「カエル！
ジャパン」キャンペーン』を展開しています。これは、
企業や働く方、国・地方公共団体はもちろんのこと、
老若男女すべての皆さんが参加して、社会全体で「仕
事と生活の調和」の実現を目指す国民運動です。キャ
ンペーンに賛同する企業・団体・個人の方々がシン
ボルマークをダウンロードし、各々の取組のＰＲに
活用できる仕組みを始めています。

◆仕事と生活の調和に関する情報は、内閣府ＨＰをご覧ください。
　http://www8.cao.go.jp/wlb/

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

住まいの事なら 小さなことでも
　　　　　気軽にご相談ください！

水もれ・つまり・温水器修理
建具・サッシ修理・大工工事
床鳴り・床張り替え
防虫害鳥対策・シロアリ・塗装
クロス・ハウスクリーニング
ペット用造作・リフォーム
★住宅メンテナンス診断士資格有

ボランティア価格！

ほんとに何でもやってます

住まいの便利屋
有
料
広
告

有
料
広
告
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神埼市の歴史文化遺産を活かしたまちづくりに取り組んでいます

　◎問い合わせ先　神埼市役所　政策推進室　☎37－0121

菱の実採りがＴＶで放映ふるさと納税ありがとうございました
　神埼の秋の風物詩であるクリークでの菱の
実採りが、サガテレビの「かちかちワイド」や、
ＮＨＫのＢＳなどで取り上げられました。

　神埼の子どもたちの
ために、図書館の本の
購入に充ててと服巻敏
彦さん（神埼町犬の目）
より教育長に厚志を手
渡されました。
　この厚志は服巻さん
のご意思による、ふる

さと納税寄付金としてお預かりし、来年度の図書購入費の原
資として充てさせていただきます。ありがとうございました。

政策推進室

から

●
市
民
の
皆
さ
ま
、お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

近代西洋医学の父

伊東玄朴顕彰会
設立記念式典・シンポジウム

○とき　11月17日(日)
○ところ　神埼市中央公民館大ホール

◎記念式典
　　受付開始　１２：００～
　　式典　　　１３：００～

◎記念講演　　　１３：４０～
　　講師　順天堂大学名誉教授　酒井シズ　氏
　　　　　演題『 玄朴が拓いた道 』

◎シンポジウム　１５：００～１６：３０

　『 伊東玄朴の業績を讃えて　-偉人の顕彰とまちづくり- 』
　・パネラー　　
　　　元昭和天皇侍医　　　　伊東貞三氏
　　　順天堂大学名誉教授　　酒井シズ氏
　　　神埼市長　　　　　　　松本茂幸
　・コーディネーター　佐賀大学教授　　青木歳幸氏

※空調設備が故障のため、当日の気候に合わ
　せて防寒対策をしてお越しください。



郷土の先人たちの志と功績をご存知ですか

神埼の偉人 紹介します ②
　神埼市郷土研究会が昨年度に出版した「神埼の偉人35」。神埼の名を広め、社会貢献し
た偉人たちの功績を市民の皆さんに広く知っていただくため、市報でもご紹介していま
す。（掲載文は冊子の文章を参考に再編集したものです）

史
書
を
研
究
、
編
集
、
著
述
し
て
後
世
に
残
す

円
楽
寺
住
職　

シ
ベ
リ
ア
で
開
教
師
総
長
を
務
め
る

恩
田 

一
均
︵
お
ん
だ 

い
っ
き
ん
︶

多
門 

速
明
︵
た
も
ん
　
そ
く
み
ょ
う
︶

元
禄
９
年（
１
６
９
６
）～
天
明
９
年（
１
７
８
９
）

神
埼
町
志
波
屋 

生
ま
れ

文
政
３
年（
1
8
2
0
）～
明
治
23
年（
1
8
9
0
）

　

恩
田
家
は
代
々
、
鍋
島
藩
書
写
物
御
用
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
博
学
な

一
均
は
『
佐さ

嘉が

繁は
ん

昌じ
ょ
う

記き

』
の
著
作
を
は
じ
め
『
九
州
治ち

乱ら
ん

記
』『
葉は

隠が
く
れ

』

の
校
訂
に
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
『
佐
嘉
繁
昌
記
』
は
、
寛
延
４
年
（
１
７
５
１
）
に
佐
賀
藩
士
の
一
均

が
著
述
し
た
佐
賀
藩
領
の
地
誌
で
す
。
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
の
鍋
島
家

文
庫
に
は
、
文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
に
書
写
し
た
も
の
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
肥
前
の
国
の
由
緒
・
構
成
・
支
配
な
ど
か
ら
、
佐
賀

藩
の
成
立
・
領
域
・
支
配
機
構
な
ど
が
記
さ
れ
、「
巳い

来ら
い

城
下
之
町
小こ

う

路じ

遂
日
繁
昌
」
と
し
て
、
佐
賀
城
下
の
小
路
名
や
町
名
が
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
領
内
の
神
社
・
仏
閣
な
ど
も
細
か
く
取
り
上
げ
、
ま
た
山
・
川
・

浦
・
津
・
島
・
温
泉
・
産
物
や
肥
前
内
の
隣
藩
な
ど
に
触
れ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
こ
ろ
に
は
、
長
崎
警
備
、
長
崎
入に

ゅ
う

津し
ん

の
貨
物
、
江
戸
参
勤
と
献
上

品
、
さ
ら
に
鍋
島
家
の
嘉か

例
・
行
事
な
ど
も
記
し
て
い
ま
す
。

　

一
均
は
他
に
も
、『
九
州
治
乱
記
』『
葉
隠
』
の
校
訂
に
成
果
を
上
げ
て

お
り
、＂
葉
隠
＂
研
究
家
の
栗く

り

原は
ら

荒こ
う

野や

さ
ん
（
佐
賀
市
）
の
話
に
よ
る
と
、

一
均
の
父
は
藩
の
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
江
戸
藩
邸
、
御お

歌う
た

役や
く

を
務
め
た

恩
田
一い

っ

信し
ん

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、＂
葉
隠
＂
の
定
本
と

言
わ
れ
る
蒲か

ん

原ば
ら

孝
白
の
『
孝
白
本
』
の
奥
書
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
76
歳
で
歴
史
書
『
北
肥
戦
誌
』
を
写
生
し
た
り
す
る
ほ
ど
学
問

を
好
み
、『
直
茂
公
御
壁
書
』
に
注
を
加
え
た
り
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
均
の
写
真
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昭
和
43
年
に
櫛く

し

田だ

神
社
宮
司
の

執し

行ぎ
ょ
う

武た
け

典の
り

さ
ん
に
よ
っ
て
神
埼

町
志
波
屋
地
区
で
一
均
の
墓
石

が
発
見
さ
れ
、
経
歴
が
は
っ
き

り
し
た
こ
と
で
、
優
れ
た
学
者

と
し
て
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
円え
ん

楽ら
く

寺じ

の
第
十
二
世
住
職

で
、
宗
教
学
・
漢
学
を
修
め
、
書
に
も
秀
で
て
い
ま

し
た
。
優
れ
た
学
識
と
、
高
潔
・
豪
放
な
人
柄
は
、

本
山
で
あ
る
西
本
願
寺
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
布
教

活
動
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
18
年
（
１
８
８
５
）、
西
本
願
寺
が
派
遣
し
た
第

一
回
シ
ベ
リ
ア
開
教
師
総
長
に
な
っ
た
速
明
は
、
66
歳
の

高
齢
で
し
た
が
一
行
を
率
い
、
寒か
ん

冷れ
い

未み

開か
い
の
地
で
あ
る
ロ

シ
ア
領
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
へ
渡
り
ま
し
た
。
当
時
そ
こ

に
は
多
く
の
土
工
労
働
者
や
売
春
婦
が
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
を
教
化
す
る
こ
と
を
任

務
と
し
て
布
教
活
動
に
務
め
ま
し
た
。そ
し
て
明
治
23
年（
１
８
９
０
）９
月
２
日
、

現
地
で
没
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
で
の
日
本
最
初
の
開
教
師
の
首
班
と
し
て
、
速
明

は
教
に
殉
じ
た
の
で
す
。
西
本
願
寺
で
は
、
そ
の
功
績
を
讃
え
て
明
治
33
年
に
表

彰
し
、
遺
骨
は
そ
の
後
、
磁
器
の
香
炉
に
入
っ
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　

浦う
ら

潮し
お

本
願
寺
は
戦
前
、
本
願
寺
派
初
の
海
外
開
教
寺
院
と
し
て
シ
ベ
リ
ア

開
教
の
拠
点
と
な
り
、
１
８
９
６
年
に
は
浦
潮
本
願
寺
の
礎
と
な
る
「
浦
潮

斬ざ
ん

徳と
く

普し
ん

布ふ

教き
ょ
う

場じ
ょ
う

」
が
落
成
。
当
時
５
０
０
０
人
を
越
え
る
と
言
わ
れ
た
ウ
ラ

ジ
オ
日
本
人
町
の
精
神
的
な
依
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
法
座
を
は
じ
め
宗
教
を

超
え
て
社
会
的
文
化
的
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１
９
３
７
年
に
戦
争
に
よ
る
在
留
邦
人
の
引
き
揚
げ
と
共
に
寺

院
は
閉
鎖
さ
れ
、
戦
後
、
詳
細
は
不
明
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
の
駐

在
開
教
師
・
故
戸
泉
賢
龍
氏
の
妻
の
米よ
な

子こ

さ
ん
（
福
井
県
日
露
親
善
協
会
長
）

の
50
年
ぶ
り
の
現
地
訪
問
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
建
物
の
位
置
等
が
判
明
し

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
機
に
記
念
碑
建
立
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
市
が
建
立
用
地
を
提
供
し
、
日
本
で
は
龍
谷
大
学
や
大
阪
大
学
な

ど
の
学
識
経
験
者
と
本
山
関
係
者
が
募
金
活
動
を
始
め
資
金
援
助
を
行
い
ま
し

た
。
２
０
０
０
年
11
月
に
同
寺
院
跡
に
記
念
碑
が
完
成
し
、
両
国
関
係
者
２
０

０
人
が
集
ま
り
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
露
が
協
力
し
て
建
設
さ
れ
た
記

念
碑
は
、今
後
の
両
国
の
友
好
関
係
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

速
明
は
郷
土
出
身
の
偉
大
な
宗
教
家
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
仏
教

史
に
不
朽
の
名
を
残
し
ま
し
た
。

▲恩田一均の墓

▲浦潮斬徳普布教場

19 市報かんざき 2013.11月号

※
「
神
埼
の
偉
人
35
」
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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≪脊振往還を歩こう≫

神埼市役所
　脊振支所
神埼市役所
　脊振支所

高取山公園高取山公園

今屋敷城塞跡今屋敷城塞跡

倉谷倉谷

草富峠草富峠 今屋敷今屋敷

広滝
第一発電所
広滝
第一発電所

倉岡神社倉岡神社

倉岡宮倉岡宮

政所政所

一の橋一の橋

岩屋岩屋岩屋観音堂岩屋観音堂

岩屋
毘沙門天堂
岩屋
毘沙門天堂

東鹿路東鹿路

305

209

21

 ⑩

「
脊
振
往
還
を
歩
こ
う
」の
巻

神
埼
と
筑
前
結
ぶ
旧
街
道

　

脊
振
往
還
は
、神
埼
宿
か
ら
筑
前
・

博
多
に
至
る
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

中
期
に
か
け
て
の
脇
街
道
の
一
つ
で

し
た
。
そ
の
ル
ー
ト
は
、
神
埼
宿
を

起
点
に
、
仁
比
山
、
政
所
、
今
屋
敷
、

草
富
峠
、
広
滝
、
一
谷
番
所
を
通
り
、

藩
境
の
椎
原
峠
を
経
て
筑
前
に
通
じ

る
幹
線
と
、
政
所
か
ら
倉
谷
、
白
木
、

伊
福
を
通
り
一
谷
番
所
、
椎
原
峠
、
筑

前
に
至
る
脇
道
の
二
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
高
取
山
公
園
を
出
発
点

に
、
岩
政
倉
今
地
区
の
脊
振
往
還
を

歩
き
、
沿
線
に
残
る
歴
史
遺
産
を
訪

ね
ま
し
た
。

▲広滝第一発電所

▲倉岡宮

▲草富峠 ▲さやの神

　

高
取
山
公
園
の
東
側
道
路
を
６
０

０
㍍
ほ
ど
南
下
す
る
と
、
峠
と
杉
の

巨
木
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ「
草
富
峠
」、

「
さ
や
の
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
や
の
神
」
は
、
高
取
山
の
頂
上

か
ら
刀
を
投
げ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
場

所
に
鞘さ

や

が
落
ち
た
、
と
い
う
故
事
に

基
づ
い
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
、
道
祖

神
と
し
て
地
区
の
人
に
大
切
に
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

草
富
峠
か
ら
２
㌔
ほ
ど
南
下
す
る

と
県
道
21
号
線
に
合
流
し
、
岩
屋
集

落
に
出
ま
す
。
地
名
の
由
来
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
付
近
に
巨
岩

が
あ
る
こ
と
と
関
わ
り
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
当
地
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時

代
の
文
献
に
「
岩
屋
七
反
」
と
あ
り
、

領
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て

い
ま
す
。
戦
国
時
代
は
山さ

ん

内な
い

の
入
り

口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
屋
敷
城
塞

な
ど
が
築
か
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代

は
佐
賀
本
藩
領
で
口
山
内
に
属
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
集
落
の
西
に
は
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

を

祀
る
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
ま
す
。
毘

沙
門
天
は
四
天
王
の
一
人
で
、
日
本

で
は
財
宝
や
福
徳
の
神
様
で
あ
り
、

七
福
神
の
一
人
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
対
岸
の
城
原
川
右
岸
に

あ
る
石
祠
は「
岩
屋
岩
間
観
音
堂
」で
、

「
権
現
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

九
州
最
古
の
現
役
水
力
発
電
所

　

政
所
に
は
、
現
役
で
は
九
州
最
古

の
「
広
滝
第
一
発
電
所
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
発
電
所
は
、
明
治
39
年
11

月
に
設
立
さ
れ
た
「
広
滝
水
力
電
気

株
式
会
社
」
が
、

翌
年
７
月
か
ら

工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。
し
か

し
工
事
を
進
め

る
過
程
で
、
資

材
運
搬
や
構
築

技
術
の
う
え
で

難
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
て
資

金
難
と
い
う
難
問
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
明
治
41

年
４
月
に
完
成
し
、
２
基
の
発
電
機

に
よ
っ
て
同
年
10
月
か
ら
送
電
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
発
電
機

１
基
が
増
設
さ
れ
、
現
在
は
３
基
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
レ
ン
ガ
造
り
の
洋
風
建
築

で
、
明
治
期
の
建
築
技
術
を
物
語
る

貴
重
な
近
代
産
業
遺
産
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

意
味
深
な
地
名
「
政
所
、
倉
谷
」

　

岩
屋
集
落
か
ら
県
道
21
号
線
を
神

埼
方
面
に
約
１
㌔
下
る
と
、
政
所
集

落
が
あ
り
ま
す
。
政
所
と
は
、
一
般

的
に
は
役
所
機
能
を
有
す
る
所
の
呼

称
で
あ
り
、
神
埼
に
は
皇
室
領
荘
園

と
し
て
「
神
崎
荘
」
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
荘
園
と
の
関
係
が
想
像
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
確
認
で
き
る

文
献
等
が
な
い
た
め
、
地
名
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
確
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
で
も
、
荘
園
の
領
域
や
近
隣
の

倉
谷
、
鳥
羽
院
な
ど
と
併
せ
て
興
味

深
い
地
名
で
す
。

　

政
所
の
一
の
橋
で
は
市
が
開
か

れ
、マ
キ
や
木
炭
、干
し
柿
、葛く

ず

粉こ

、

栗
、
山
芋
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
が
集

ま
っ
て
い
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

政
所
集
落
か
ら
倉
谷
川
に
沿
っ
て

２
㌔
ほ
ど
北
上
す
る
と
、
倉
谷
集
落

に
出
ま
す
。
地
名
の
い
わ
れ
は
、
景

行
天
皇
が
西
国
平
定
の
際
に
、
こ
の

地
に
倉
庫
を
建
て
た
と
の
故
事
に
由

来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。当
時
、

５
、
６
町
西
方
に
大
蛇
が
出
て
往
来

の
人
に
危
害
を
加
え
た
の
で
、
天
皇

が
こ
れ
を
退
治
し
、
倉
庫
跡
に
「
倉

岡
宮
」
を
建
て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
倉
岡
宮
の
祭
神
は
、
素す

さ

戔の
お

嗚の

尊み
こ
と

で
あ
り
、
神
埼
町
の
櫛
田
宮
御

幸
大
祭
の
際
に
、
倉
谷
集
落
の
人
が

櫛
田
宮
の
神
輿
を
担
ぐ
習
わ
し
が
あ

り
、
櫛
田
宮
と
非
常
に
密
接
な
関
係

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
各
地
区
に
は
、
先
人
か
ら

の
言
い
伝
え
は
あ
る
も
の
の
、
文
献

な
ど
で
の
歴
史
的
な
検
証
が
で
き
て

い
な
い
事
柄
が
多
数
あ
り
、
過
去
へ

の
興
味
や
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
貴
重
な
建
造
物
が
遺
産
と
し
て
残

さ
れ
て
お
り
、
工
事
に
始
ま
り
今
日

ま
で
維
持
・
管
理
し
て
き
た
先
人
達

の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

政
策
推
進
室

　

☎
３
７

－

０
１
２
１

仁
比
山

小
学
校

日
の
隈
山

長
崎
自
動
車
道

城
山

八
天
山

3121

26
9
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神埼市子育て支援
センターだより

　市では「神埼市子育て支援センタ－事業」を通じ、子育て支援、
遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。神埼市内に
お住まいの子育て中の親子であればどなたでも参加できます。ま
た、里帰り中の親子も参加できます。
 (対象児：生後6か月からの未就園児)

＊　ひ　だ　ま　り　の　会　＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ 申込締切日

11月

7日（木）

10:00 ～　　
　　11:30

全年齢児 公園で遊ぼう 次郎の森公園 参加を希望される方は
必ず３日前までにお申
し込みください。
※電話可
月～金曜日（祝日を除く）
9：00 ～ 16：00

14日（木） 全年齢児 風船で遊ぼう

千代田町保健センター
21日（木） 2歳以上児 親子クッキング
28日（木） 全年齢児 おみそを作ろう

12月
5日（木） 全年齢児 おはなしな～に

12日（木） 0，1歳児 リズム遊び

※予約者多数の場合、お断りする場合があります。

　◎問い合わせ先
　　神埼市子育て支援センター
　　（千代田町保健センター内）
　　☎44－4908

《子育て相談》
子育てについて迷ったり・・・誰でもありますよね。電話や窓口
などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談ください。
○とき　月～金曜日（祝日を除く）９：00 ～ 16：00

＊　11月のママサロン　＊
と　　き 対　象 内　　容 ところ

11月19日（火） 10:00 ～ 11:30 ママ エコクラフトのかご作り 千代田町保健センター

7日（木）・・・どんぐりを拾ったり、落ち葉
を集めたりして、一緒に遊びましょう。次郎
の森公園に現地集合・解散です。雨天時は、
千代田町保健センターでふれあい遊びをしま
す。お茶・帽子をお持ちください。

21日(木)・・・ママと一緒のクッキング
です。20組限定。2歳以上児対象です。
8日（金）から予約受付。持ち物など詳
細は予約時に確認してください。

19日（火）・・・講師の先生をお招きして、クラフトテー
プでかごを作ります。今回は入門編です。作り方を
マスターしたら、いろいろなものが作れますよ。15
人まで託児有。持ち物など詳細は受付時に確認して
ください。11月5日（火）から予約受付。(20人限定)

28日(木)・・・ＪＡからふるさと先生をお招き
して、味噌づくりをします。味噌って何からでき
てるのかな？どうやって作るのかな？不思議が
いっぱいだよ。エプロン・三角巾・タオルをお持
ちください。15日（金）から予約受付。20人限定。

　☆8月29日 ｢abcで遊ぼう」の風景☆ 　☆9月29日「おはなしな～に」の風景☆

14日(木)・・・風船を
使っていろいろな遊び
に挑戦します。

9月のママサロンより・・・
ヨガ教室をしました。子どもか
ら少しの時間離れて、静かに自
分と向き合い、リフレッシュし
ました。普段の運動不足が身に
沁みたママもいました・・・。

Hello! Thank you!  英語の歌やゲームをしたよ。

大
き
い
絵
本
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
ね
。
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下村湖人生誕１２９年祭を開催
　10月３日、「次郎物語」の著者として知
られる下村湖人の生誕129年祭が千代田町
﨑村の湖人生家で開催され、約100人の関
係者が出席し、その業績を讃えました。
　式典では、市内小中学校を対象とした「次
郎物語」の読書感想文・感想画と、７月に
催された「次郎の家」スケッチ大会入賞者

の表彰や、読書感想文最優秀賞受賞者による朗読、千代田東部小
学校６年生児童全員による「次郎物語の歌」の合唱が行われました。
生家内には草月流によるミニ華道や、読書感想画、スケッチ大会
入賞作品の展示が行われ、式典後にはお茶席も開かれるなど賑わ
いました。

○表彰者（敬称略）
＜次郎物語読書感想文＞　古野 名那観（千代
田東部小） 坂井 正人（千代田中部小）　眞﨑 
駿（千代田西部小） 吉末 有希（神埼小） 古賀 
菜々美（千代田中） 修山 美樹（保護者代表）
＜次郎物語読書感想画＞ 小池 輝（千代田東
部小） 尾崎 春香（千代田中部小） 古賀 瑞稀（千
代田西部小）中野 琉希（神埼小） 宮島 正宗（千
代田中）
＜次郎の家スケッチ大会＞ 最優秀賞  藤丸 真
央（千代田中）、優秀賞　森永 愛理（神埼小） 
豊福 彩純（千代田中部小） 内田 百香（神埼中） 
濱崎 由乃（千代田中） 谷川 詩織（千代田中） 
酒見 範子（一般）

　10月13日、神埼町と千代田町で町民体育大
会が開催されました。すがすがしい秋空のもと、
たくさんの町民が競技や地区の応援に参加し、
さわやかな汗を流しました。（９月８日に予定
されていた脊振まるごと大運動会は、雨のため
中止となりました）

○神埼町民体育大会
・70戸以上の部　優勝 小津ヶ里　準優勝 平ヶ里　３位 犬の目
・70戸未満の部　優勝 神納　準優勝 柏原　３位 荒堅目
・入場行進パフォーマンス賞　姉川上分　竹原　荒堅目
○千代田町民体育大会　
・総合の部　　優勝 栁島　準優勝 餘江　３位 龍尾

スポーツで地域の絆を深く　町民体育大会 開催

千代田町民体育大会 神埼町民体育大会



23 市報かんざき 2013.11月号

中国山西省の中学生と交流長寿を祝って敬老訪問

　敬老の日に伴い、９
月17日から18日にかけ
て、市長が市内の100
歳以上の方の自宅や入
所施設などを訪れ、長
寿を祝いました。
　市内在住の100歳以
上の方は30人で、今年
度に100歳を迎えられ
る方は13人となってい
ます。神埼市最高齢者

は、106歳（明治40年生まれ）の鶴ソ子さん（神埼町）です。
　市では新80歳の方にも長寿祝金を交付しており、今年度の
支給対象者は、261人となっています。

　夜間・早朝の歩行者や
自転車利用者の交通事故
防止に有効な反射材を推
進しようと、神埼市、神
埼署、交通安全協会は市
内の駅通り、三丁目、協
和町の３地区を「反射材
着用モデル地区」に指定
しました。
　９月30日に神埼市役所で指定証交付式があり、３地区の代
表者に反射材グッズやのぼり旗などが手渡されました。代表
者は、「住民一丸となって交通事故のない地区を目指します」
と決意を述べられました。

　９月23日に行わ

れた第37回佐賀県

マーチングフェス

ティバルの小学校バ

ンドの部で、千代田

西部小学校のマーチ

ングバンド部が金賞

を受賞し、九州大会

出場を果たしました。

　千代田西部小マーチングバンド部は部員18人で

構成。夏休みや放課後に練習を重ねて技術とチーム

ワークを磨き、大人数に負けない美しい演奏を披露

しました。

　部を代表して市長に報告に訪れた部長の宮地優羽

華さんは「練習は大変だけど演奏が好きだから楽し

い」と話し、副部長の石丸愛理紗さんは「全国大会

を目指してがんばりたい」と九州大会への意気込み

を話してくれました。

　10月３日から６日までの４日間、中国山西省太

原市にある山西大学附属中学校訪日団が神埼市を訪

問されました。３日に市役所を表敬訪問、４日には

脊振中学校との交流、５日には県内の施設等を見学

されました。

　この交流は、青少年赤十字の実践目標である「国

際理解・親善」により始められ、姉妹校締結をして

25年目となります。

　脊振中学校との交流会でお互いに歌や楽器の演奏

などを披露しあい、授業や部活動も一緒に体験。ま

た、脊振町の家庭を訪問し、生活文化や食文化を体

験されました。

　その他にも、市内の子ども相撲の見学を行って日

本文化に触れるなど、短い滞在期間でしたが交流を

深めることができました。

　和菓子の原点だという説があ
る干し柿。平安時代には祭礼用
の菓子として使われたという記
録も残っているそうです。甘い
ものが少なかった子どもの頃、
よく乾燥するのを待ちきれずに
食べて叱られた記憶がありま
す。脊振町では民家の軒先に吊
るされた干し柿をあちこちで見
かけます。贈答品として根強い
人気がありますが、生産農家の
高齢化が悩みだということです。
　晩秋の光を浴びて輝く干し柿
の“カーテン”の美しさ。思わずシャッターを切っていま
した。いつまでも残してほしい風景です。

「干し柿」

ふるさとふるさと カメラ点描カメラ点描

反射材着用モデル地区に３地区を指定

千代田西部小マーチングバンド部が金賞
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▲姉地区

理容師ボランティアが町をきれいにカーブミラー清掃で地域貢献

子ども能楽教室を開催 地域一丸で盛大に開催　第20回きばる祭

秋空のもとで熱戦　ゲートボール大会

　９月９日、佐賀
県理容生活衛生同
業組合神埼支部

（石井博志支部長）
によるボランティ
ア活動が行われま
した。市内の理容
師13人が参加し、
神埼市中央公民館

など公共施設周辺で清掃活動を行いました。
　全国の理容店オーナーで組織する全国理容連合会では、９月
の第２月曜日を「理容ボランティアの日」とし、全国一斉にボ
ランティア活動を実施しています。全国にボランティア精神の
輪を広げ、敬老の日をさわやかに迎えていただこうとの趣旨で
取り組まれているもので、老人保健施設などでの訪問福祉理容
サービス（出張理容）などが行われています。

　神埼建設業協
会 が、 ９ 月26
日に秋の交通安
全県民運動に合
わせて、７回目
となるカーブミ
ラーの清掃を行
いました。この
活動は、地域へ
の貢献活動の一

環として、交通安全と地域の美化を目的に行わ
れているものです。
　今回は、会員企業14社に所属する30人が７
班に分かれ、千代田町内を中心に清掃活動を実
施。脚立や洗剤を使い、150 ヶ所あまりのカー
ブミラーをピカピカに磨き上げました。

　９月13日、神埼市
千代田文化会館「は
んぎーホール」で「子
ども能楽教室」が開か
れ、今年は、神埼・脊
振地区の４小学校か
ら６年生児童約220
人が参加しました。
　能楽教室は、能に
興味がある同小学校５、６年生の９人の児童が、能楽師・
多久島法子さんの指導を受けて夏休みから７回にわたり
練習を重ね、たくさんの同級生たちの前で緊張しながら
も「猩 （々しょうじょう）」「岩船」を見事に熱演しました。
　また、参加者全員での、謡いや型の体験、能に関する
クイズ、さらに、児童12人と先生４人による「能面体
験」などで能を体験し、最後に能楽師・
多久島利之さんによる「屋島」、能楽師・
多久島法子さんによる「船弁慶」が演
じられ、迫力ある能の世界を堪能しま
した。

　毎年、地区の小さ

な子どもからお年寄

りまで開催を心待ち

にしている年に一度

のイベント、「きば

る祭」が10月６日、

神埼町城原地区で開催されました。

　今年は20回目の節目ということもあり、多数の来賓

を招いての記念大会として開催。詩吟の披露や参加者全

員による合唱、日の隈寮の方の踊りや地区対抗ゲームな

ど様々なイベントが行われ、参加者全員が楽しめるよう、

工夫を凝らしたお祭りとなりました。　

　参加者が笑顔で「今日は楽しかった」、「また来ます」

と言ってくれるのが一番の楽しみと話す一番ヶ瀬公民館

長。高齢化が進み地域のつながりが薄くなるなか、若い

世代を呼び込み、また地域の絆を強くする核として、今

後も「きばる祭」を盛り上げていきたいと意気込まれて

いました。

　９月21日、第８回神埼市ゲートボール大会（神埼市体育協会主催）
が神埼中央公園グラウンドで行われ、市内16地区から93人が参加
し、１ポイントを争う熱戦を繰り広げました。
　参加者は秋空のもと元気にプレーし、競技を楽しみました。　

【大会結果】　優勝　姉　　準優勝　鶴西　　３位　駅通り

［42分11秒から］

記
事
に
つ
い
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
込
む
と
、
Ｆ
Ｍ
佐
賀
で
収
録
さ
れ
た
内
容
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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●  

募　

集  

●

募集科目 応募資格 受付期間 一次試験日 試験場

陸上自衛隊
高等工科学校

一般採用
試験

H26.4.1現在
中卒（見込含）
17歳未満の方
（男子のみ）

平成26年
１月10日（金）まで 平成26年１月18日（土）佐賀JA会館

推薦採用
試験 12月６日（金）まで 平成26年1月11日（土）

～ 13日（月）の1日
高等工科学校

（神奈川県）

自衛官候補生

採用予定月の
1日現在

18歳以上27歳
未満の方

（男子のみ）

年間を通して行っています 受付時にお知らせします

◎問い合わせ先　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942－83－4077
　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

佐
賀
中
部
広
域
連
合 

嘱
託
職
員

税
務
課　

臨
時
職
員
募
集

自衛官
募集

第
20
回
吉
野
ヶ
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
　
　

in
神
埼
市　

参
加
者

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

○
と
き

　

平
成
26
年
１
月
26
日
（
日
）

　

受
付　
　

午
前
８
時
半
か
ら

　

開
会
式　

午
前
９
時
半
か
ら

○
と
こ
ろ

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
内
お
よ
び
周
辺

○
種
目

・
２
キ
ロ
ふ
れ
あ
い

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス（
小
学
生
以
上
）

・
４
キ
ロ
コ
ー
ス　
（
小
学
生
以
上
）

・
10
キ
ロ
コ
ー
ス�

（
高
校
生
以
上
）

○
参
加
料
（
１
人
あ
た
り
）

　

小
・
中
学
生　
　

５
０
０
円

　

高
校
生　
　

１
，
０
０
０
円

　

大　

人　
　

２
，
０
０
０
円

○
申
込
締
切　

12
月
９
日
（
月
）

　

※
当
日
消
印
有
効

○
申
込
方
法

◆
個
人
の
場
合

　

専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
料
を
添
え
て
最
寄
り

の
郵
便
局
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
団
体
の
場
合

　

専
用
の
団
体
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
神
埼
市
体
育
協
会

ま
で
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
A
Ｘ

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
料

は
、
専
用
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

・
申
込
後
の
種
目
変
更
や
参
加
料
の

返
還
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
大
会
当
日
の
参
加
申
込
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
選
手
名
を
大
会
冊
子
に
掲
載
し
ま
す
。

○
そ
の
他

　

閉
会
式
終
了
後
、
参
加
者
全
員
を

対
象
に
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選

会
を
開
催
し
ま
す
。

○
申
込
用
紙
設
置
場
所

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館
、
社
会
教

育
課
（
千
代
田
支
所
内
）、
脊
振

公
民
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
内
）

　

☎
５
２

－

３
７
５
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

５
２

－

３
４
０
２

○
業
務
内
容

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
訪
問
調

査
、
指
導
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方
の
自
宅
へ
の

訪
問
調
査
等

○
募
集
人
員　

１
人

○
雇
用
期
間　

　

平
成
26
年
１
月
１
日
（
水
）
か
ら

　

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

※
２
ヶ
月
間
は
、
試
用
期
間
と
な
り

ま
す
。

※
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
は
、
雇

用
期
間
を
更
新
し
ま
す
。

○
応
募
条
件

　

介
護
専
門
員
の
資
格
お
よ
び
普
通

自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

※
車
で
の
事
業
所
や
利
用
者
宅
訪
問

が
可
能
で
パ
ソ
コ
ン
が
実
務
レ
ベ

ル
で
使
用
で
き
る
方

○
勤
務
形
態　

月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
報
酬　

月
額
１
９
７
，
０
０
０
円

○
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
揃
え
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

（
１
） 

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼

付
）

（
２
） 

必
要
な
資
格
等
を
証
明
す
る

書
類
の
写
し

○
選
考
方
法

　

面
接
お
よ
び
筆
記
試
験

※
面
接
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
後

日
連
絡
し
ま
す
。

○
応
募
締
切　

11
月
29
日
（
金
）

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
４
２

－

０
８
３
１　

　

佐
賀
市
松
原
四
丁
目
２
番
28
号

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

総
務
課

　

☎
４
０

－

１
１
３
１

○
業
務
内
容　

　

税
務
課
事
務
補
助
お
よ
び
確
定
申

告
事
務
補
助

○
募
集
人
員　

３
人

○
雇
用
期
間

　

平
成
26
年
１
月
中
旬
か
ら

　
　
　
　
　
　

３
月
下
旬
ま
で

　

午
前
８
時
半
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
ま
で

○
賃
金　

日
額
６
，
１
０
０
円

○
応
募
資
格

　

神
埼
市
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
で
き
る
方

○
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
市
販
の
履
歴
書（
顔
写
真
添
付
）

　

②
官
製
ハ
ガ
キ
（
返
信
先
記
入
）

○
受
付
期
間

　

11
月
５
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　

15
日
（
金
）
ま
で

※
持
参
の
場
合
、
午
前
８
時
半
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
を

除
く
）。
郵
送
の
場
合
、
11
月
15

日
（
金
）
消
印
有
効
。

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

税
務
課

　

☎
３
７

－

０
１
１
４
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ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
等
の

地
域
材
を
活
用
し
た
住

宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー

ム
を
す
る
と
、
木
材
利

用
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ

れ
ま
す
。
１
ポ
イ
ン
ト

１
円
相
当
で
、
全
国
の
農
林
水
産
品

や
一
般
商
品
券
等
と
交
換
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
材
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
森

林
の
保
全
や
整
備
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
発
行
申
請
期
間

　

平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で

○
ポ
イ
ン
ト
発
行
対
象

　

木
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
・
購
入

　

…
１
棟
に
つ
き
30
万
ポ
イ
ン
ト

　

内
装
・
外
装
木
質
化
工
事

　

…
最
大
30
万
ポ
イ
ン
ト

　

木
材
製
品
お
よ
び
木
質
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入

　

…
最
大
10
万
ポ
イ
ン
ト

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

　

☎
２
３

－

６
１
８
１

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

神
埼
市
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

第
７
回
神
埼
市
子
ど
も
音
楽
の
集
い

が

ん

患

者

集

い

の

会

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
実
施
中 

晩
秋
の
「
九
年
庵
」
特
別
公
開
と

王
仁
神
社
お
ふ
る
ま
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

晩
秋
の
「
九
年
庵
」
の
特
別
公
開
、

竹
原
地
区
で
の
湯
茶
接
待
な
ど
楽
し

み
い
っ
ぱ
い
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

○
と　

き　

11
月
30
日
（
土
）

○
コ
ー
ス　
（
12
㎞
）

　

神
埼
駅
～
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
～

竹
原
王
仁
神
社
～
九
年
庵
～
仁
比

山
神
社
～
白
角
折
神
社
～
神
埼
駅

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
半
か
ら

　
　
　

午
前
11
時
ま
で

○
受
付
場
所　
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅　

北
口

○
参
加
料　

無
料

※
九
年
庵
へ
の
入
園
に
は
、
美
化
協

力
金
（
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
７

○
と
き　

12
月
10
日
（
火
）

　

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
中
央
公
民
館

　

第
１
研
修
室

○
講
演

　
「
知
っ
て
得
す
る
！

　
　
　

 

年
金
の
お
は
な
し
」

○
講
師　

佐
賀
年
金
事
務
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
７

　

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学

校
・
中
学
校
・
高
校
等
の
児
童
・
生

徒
が
一
堂
に
会
し
、
楽
器
演
奏
、
合

唱
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

○
と
き　

11
月
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

千
代
田
文
化
会
館　

　
「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
」

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
市
子
ど
も
音
楽
の
集
い
実
行

委
員
会
事
務
局
（
神
埼
市
教
育
委

員
会　

社
会
教
育
課
内
）　

　

☎
４
４

－

２
７
３
１

○
と
き　

11
月
30
日
（
土
）

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

小
城
市
三
日
月
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」

○
対
象　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

○
内
容　

　
「
簡
単
！
本
格
派
！
年
賀
状
を
つ

く
ろ
う
」、
親
睦
・
交
流
会

○
参
加
料　

１
人
３
０
０
円

○
申
込
期
限　

11
月
25
日
（
月
）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
佐
賀
県
総
合
保
健
協
会

　

☎
２
７

－

４
６
６
６

情
報
化
セ
ミ
ナ
ー
in
千
代
田

　

佐
賀
県
高
度
情
報
化
推
進
協
議
会

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
利
活
用
を

目
的
に
「
情
報
化
セ
ミ
ナ
ー
i
n

千
代
田
」
を
開
催
し
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
i
P
a
d
な
ど
の
機
器

に
触
れ
な
が
ら
使
い
方
を
学
ぶ
初
心

者
向
け
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

○
と
き　

11
月
30
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
申
込
締
切　

11
月
29
日
（
金
）

○
申
込
方
法

　

電
話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
無
料 

▼セミナー内容（いずれも初心者向け）

10：00 ～ 12：30
※③は12：00まで 13：30 ～ 16：00

①インターネット講座（タブレット） 
【定員：20人（初心者向け）】 

④Facebook講座（タブレット） 
【定員：20人（中級者向け）】 

②iPad講座 
【定員：16人（初心者向け）】 

⑤iPad講座 
【定員：16人（初心者向け）】 

③らくらくスマートフォンセミナー 
【定員：20人（初心者向け）】 

⑥スマートフォンセミナー 
【定員：20人（初心者向け）】 

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
高
度
情
報
化
推
進
協
議
会

事
務
局

　

☎
２
５

－

７
０
３
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５

－

７
２
９
９

　

メ
ー
ル ship@

po.saganet.ne.jp

投票は11月８日まで

　神埼市のマスコットキャラクター「くねんワン」「くね
んニャン」が、全国のゆるキャラの人気を競う「ゆるキャ
ラ®グランプリ2013」にエントリーしています。神埼市
を盛り上げるため、ぜひ投票にご協力いただきますよう
お願いします。

※キャラクターに投票するには、「投票IDの登録」が必
要です。

※１メールアドレスにつき１日１回投票できます。
　恐れ入りますが、通信料は各自ご負担をお願いします。

■投票サイトURL　http://www.yurugp.jp/

◎問い合わせ先

　神埼市役所　商工観光課　☎37－0107

●  

お
知
ら
せ  

●
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さ
が
新
規
就
農
希
望
者
養
成
講
座

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
研
修
会

○
と
き　

　

11
月
25
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　

29
日
（
金
）
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

佐
賀
県
農
業
大
学
校
（
佐
賀
市
川

副
町
南
里
）
お
よ
び
現
地

○
内
容　

　

農
業
の
基
礎
講
座
、農
作
業
体
験
、

農
家
訪
問
な
ど

○
定
員　

10
人
（
参
加
無
料
）

◆
就
農
相
談
会
in

「『
農
』
と
『
食
』
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

○
と
き　

11
月
９
日
（
土
）

　

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
２
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

佐
賀
県
農
業
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
賀
市
川
副
町
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）
佐
賀
県
農
業
公
社

　

☎
２
６

－

９
５
０
３

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

●  

相　

談  

●

悩
め
る
経
営
者
の
チ
カ
ラ
に
な
り
ま
す

出
張
金
融
相
談
日
の
お
知
ら
せ

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

「
介
護
の
日
」
相
談
会

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

○
と
き　

11
月
14
日
（
木
）

　

 

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

○
と
こ
ろ

　

 

Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

 

☎
５
３

－

３
７
６
７

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家
族

等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お
受
け

し
ま
す
。
ま
た
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
適
切

な
医
療
機
関
、
相
談
機
関
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

11
月
25
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０

－

６
２
９
６

－

７
５
５
０

　

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
と
き　

　

11
月
18
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　

24
日
（
日
）
ま
で

○
開
設
時
間

　

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
７
時
ま
で

○
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

○
相
談
担
当　

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
地
方
法
務
局

　

☎
２
６

－

２
１
４
８

　

販
路
開
拓
、
新
規
事
業
、
資
金
調

達
な
ど
の
「
経
営
課
題
」
や
最
低
賃

金
制
度
、
賃
金
・
退
職
金
制
度
、
労

働
時
間
制
度
の
見
直
し
な
ど
の
「
労

務
管
理
」
な
ど
、
中
小
企
業
事
業
主

の
悩
み
に
つ
い
て
専
門
家
が
無
料
で

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
６

－

３
９
４
６

　

佐
賀
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
３
２

－

７
１
７
９

　

佐
賀
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
毎

月
金
融
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

保
証
審
査
担
当
職
員
が
各
地
区
に
出

張
し
て
、
お
申
し
込
み
に
関
す
る
相

談
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
返
済
の
見
直
し

や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
こ
の
機
会
を
ご
利

　

11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す
。
介

護
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
受
け
付

け
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
お
父

さ
ん
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

○
と
き　

11
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
か
ら
３
時
半
ま
で

　
（
受
付　

午
後
０
時
半
か
ら
）

○
と
こ
ろ　

　

ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
賀
市
神
野
東
二
丁
目
６

－

10
）

○
内
容　

　

竹
ト
ン
ボ
、
折
り
紙
、
お
作
法
＆

茶
道
入
門
、バ
ザ
ー
、ゲ
ー
ム
な
ど

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
佐
賀
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会

　

☎
９
７

－

９
７
６
７

○
と
き　

　

11
月
11
日
（
月
）
12
日
（
火
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

千
代
田
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
「
ア
ニ
ー
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
介
護
保
険
事
業
連
合
会

　

☎
３
６

－

９
３
６
８

用
く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

11
月
18
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
（
☎
５
２

－

７
１
３
１
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４

－

４
３
４
２

平
成
26
年
版　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

さ
が
県
民
手
帳
発
売
！

　

手
帳
と
し
て
の
機
能
（
各
月
行
事

予
定
表
や
日
記
欄
）
は
も
ち
ろ
ん
、

各
都
道
府
県
、
県
内
市
町
の
人
口
、

面
積
な
ど
を
掲
載
し
た
統
計
編
を
は

じ
め
、
観
光
施
設
の
案
内
や
官
公
庁

の
所
在
地
、
郷
土
の
歳
時
記
（
市
町

の
イ
ベ
ン
ト
）、
そ
の
他
、
さ
が
県

民
手
帳
な
ら
で
は
の
仕
事
や
暮
ら
し

に
役
立
つ
情
報
を
多
数
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
も
小
型
に
加
え
、
大
型
に
も

専
用
鉛
筆
が
付
い
て
い
ま
す
。

○
種
類　
　

　

大
型
（
14
・
２
㎝
×
９
・
０
㎝
）

�

６
５
０
円

　

小
型
（
10
・
８
㎝
×
７
・
５
㎝
）

�

５
０
０
円

○
表
紙
の
色　

紺
色

○
受
付
期
間

　

11
月
18
日
（
月
）
か
ら

　
　
　

12
月
27
日
（
金
）
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室　

　

☎
３
７

－

０
１
０
２
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53－8587
神埼市役所　商工観光課
☎37－0107

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51－9020

菱の里ちよだ ９：00 ～ 16：00
（営業日：木・金・土曜日）

菱の里ちよだ　☎44－6092
神埼市役所　農政水産課分室
☎44－2198

吉野ヶ里　遊・学・館　～ 11月の「野菜の日」～

高取山公園「わんぱく館」

◆８日（金）9：00 ～
　くねんワン、くねんニャンの携帯クリーナーを
　プレゼント（先着50人）
◆18日（月）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
◎新規会員（出品者）を募集しています
　詳しくはお問い合わせください。
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店
　販売をしています。
◆野菜の手作りお惣菜始めました！
◆今月から営業時間が17時までになります。

「くねんワン」
「くねんニャン」の
ゆるキャラグッズ

販売中!!

「干し柿作り体験イベント」
　脊振特産品の干し柿作
りイベントを行います。

○とき　11月24日（日）
　　　　10：00 ～ 12：00
○料金　1,300円（柿４㎏代のみ）
　※一人または一家族一縄。
　※作業のしやすい服装、軍手をご用
　　意ください。

○定員　30人（組）
　　　　（定員になり次第締切）

○申込受付　高取山公園　☎51－9020

○受付時間　９：00 ～ 16：00
　　　　11月11日(月）より予約開始

地域・家庭・学校支援コーディネーター

“おむすびチーム”からのお知らせ
　子育てや家庭教育に関する相談にのったり、親子で参加する様々な取り組みや
講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、家庭教育を応援するチームです。

月 日（曜） 内　　　容 場　　所

11月

15日（金）
ほっとサロン

（10:30 ～ 14:30）
神埼市中央公民館
１階和室

24日（日）
「吉村春生先生を囲んで座談会」
（10:00 ～ 11:30）

神埼市中央公民館
１階和室

※どの会も参加は自由です。お気軽においでください。
　詳細は、「おむすび11月号」をご覧ください。
※「おむすび11月号」は神埼市中央公民館、脊振公民館、
　神埼市千代田支所、保健センター等に置いています。

◎問い合わせ先　神埼市教育委員会おむすびチーム　☎44－2731（内線222）

「学校支援ボランティア」を
はじめてみませんか
　神埼市では、学校でお手伝いを

してくださるボランティアを募集

しています。

　活動の内容は様々ですが、「で

きるときに、無理なく楽しく！」。

都合が悪いときは、もちろん断ら

れて構いません。

　気軽にお電話ください。お待ち

しています。

友だちの家や実家に立ち寄る感
じで、どなたでも気軽にお越し
ください。

子育て等でお悩みの方、心配な
ことを相談してみませんか。話
を聴くだけで気持ちが安らぎま
すよ。(秘密厳守）

→

→

私にも何かできる
ことがあるかも！

かわいい孫のため
に協力しよう！

母校のために
やってみよう
かな・・・！
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　どーも！この時期になると朝晩の冷え込みがとて

も気になるおのくみこです!!  あ！冷え性だから！

とかそんなんじゃないですよ。（ま、それもあると

言えばありますが・・・苦笑） 

　ここ数年（正確には４年前からですが）この時期

に朝晩の冷え込みが足らないと、気になって落ち着

きません。と言うのもちゃんと秋は秋なりに冷えて

くれないと、毎年全国の皆さんが楽しみにして頂い

ている『九年庵』のもみじ達が綺麗に紅葉してくれ

ないのではないだろうか？と心配で心配で夜もおち

おち寝てなんかいられないからです。（とか言いな

がら夜中までネットサーフィンしている事はここだ

けのヒミツです…）

　そして、そんな私が毎週水曜日、お昼12時から

ＦＭ佐賀で放送している神埼市の広報番組『ＭＹ　

ＤＥＡＲ神埼』も毎年この九年庵秋の一般公開に合

わせて、九年庵前から『公開生放送』を行います

ヽ (^。^)ノワーィ♪

　今年の一般公開期間で水曜日は11月20日!! この

日は紅葉の様子や訪れて下さった皆さんの声等を九

年庵前からたっぷりとお伝えしていきます！ 市民

の皆さんもよければぜひ九年庵までラジオの生放送

の様子を見に、そして私やレポーターの武田さくや

ちゃん、ミキサーの今村一希君、新しい『ＭＹ　

ＤＥＡＲ神埼』スタッフ、Ｕ-stream 担当の古賀

一貴さんに会いに来て下さい。モチロン『執行しま

しょう！』でおなじみ神埼市役所、商工観光課の執

行真知子さんにも登場して頂きます！『その日は仕

事や用事があって残

念ながら会場には来

れない』と言う方は

ぜひラジオで神埼の

宝「九年庵」が紹介

される様子をお聴

き下さい。

　ラジオでその魅力を思う存分伝え

る為にも、寒がりの私にとってはちょっと辛いけど、

これから朝晩はしっかりと冷えてもらって、その分、

昼間は暖かいお日様の光で九年庵のもみじ達をしっ

かりと照らして下さいね。（天の神様！年に一度の

お願い聞いてーーーーっ !!）

　さぁ！今年の九年庵の紅葉はどうよう
4 4 4 4

？

　今年も九年庵の紅葉を見に行こうよう
4 4 4 4

～♡（ドテッ‥）

おのくみこでしたぁ～ (^O^) ／

第７回
「～今年もまた楽しみな９日間がやって・・・
� くるぅ～♪（ザキヤマ風にねっ☆）」

と  き ところ テーマ 講　師

11月21日（木） 千代田文化会館
はんぎーホール 人権は人との出会いから 鹿島市社会教育指導員

　中野　百枝さん

〈受付〉９：30 ～　〈講義〉10：00 ～ 11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、神埼市中央公民館前を午前９時30分に出発します。
　ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

いきいき大学はいつでも入学できます。脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を添
えてお申し込みください。講座日の会場受付でも手続きできます。【教材費：年間 1,000円】　　
◎問い合わせ先　神埼市中央公民館　いきいき大学事務局　☎53－2325

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

11月開催分
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青
少
年
だ
よ
り
神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、
育
て
ま
し
ょ
う

～　

第
８
回　

地
区
子
育
て
懇
談
会　

～

　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
７
月
２
日
、
３
日
、
４
日
の
３

日
間
、
第
８
回
地
区
子
育
て
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
昼
間
に
、
大
雨

警
報
が
発
令
さ
れ
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
地
区
懇
談
会

の
趣
旨
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

　

今
、
青
少
年
は
、
少
子
高
齢
化
、

核
家
族
化
、
国
際
化
、
情
報
化
の
進

展
、
価
値
観
の
多
様
化
、
社
会
環
境

の
大
き
な
変
化
な
ど
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
携
帯
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
犯
罪

被
害
や
薬
物
乱
用
の
増
加
、
規
範
意

識
を
逸
脱
し
た
重
大
な
事
件
な
ど
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
青
少
年
を
健
全

に
育
成
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
の
教

育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

協
力
や
世
代
を
越
え
た
支
援
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
神
埼
市
で

は
市
民
総
ぐ
る
み
で
「
地
区
子
育
て

懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

毎
年
増
え
て
い
る
参
加
者

子
ど
も
の
参
加
も
増
え
て
い
ま
す

　

こ
こ
３
か
年
の
参
加
者
に
つ
い
て

で
す
が
、　　

◆

全
体
の
参
加
者
数

　

平
成
23
年
度 

２
，８
０
２
人　

　

平
成
24
年
度 

２
，９
７
４
人　

　

平
成
25
年
度 

３
，０
４
３
人　

　

と
な
っ
て
お
り
参
加
者
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
前
年
と
比
較
し
て

参
加
者
が
増
え
た
地
区
が
60
地
区
、

減
っ
た
地
区
が
52
地
区
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
出
席
状
況
に
つ
い
て
も

毎
年
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市

内
１
０
４
の
地
区
で
子
ど
も
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

◆
子
ど
も
の
参
加
者
数

　

平
成
23
年
度 

４
３
７
人

　

平
成
24
年
度 

５
１
８
人

　

平
成
25
年
度 

７
３
３
人　

　

今
回
の
懇
談
会
で
も
、
次
の
４
つ

の
柱
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

１
．
地
区
の
重
点
実
践
目
標
の
反
省

　

昨
年
度
の
実
践
目
標
で
は
「
あ
い

さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
に
つ
い
て
あ

げ
て
い
る
地
区
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
お
お
か
た
の
地
区
で
よ
く
で
き

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
あ
い
さ
つ

の
声
が
小
さ
い
の
で
、
今
後
は
、
子

ど
も
も
大
人
も
元
気
な
、
笑
顔
の
あ

い
さ
つ
が
交
わ
せ
る
よ
う
に
と
、
目

標
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
取
り
組
ん
で

い
く
地
区
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

大
人
か
ら
の
声
か
け
を
す
る
な

ど
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
大
人
の
意

識
改
革
も
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
も

出
て
い
ま
し
た
。

２
．
家
庭
や
地
域
で
の
子
育
て
と
安

全
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　

安
全
確
認
な
し
の
急
な
飛
び
出
し

や
、
自
転
車
の
並
進
な
ど
が
あ
り
、

交
通
マ
ナ
ー
（
ル
ー
ル
）
を
守
る
こ

と
に
つ
い
て
多
く
の
地
区
で
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
家
庭
・
学
校
・
地

域
で
協
力
し
て
、
気
づ
い
た
ら
そ
の

場
で
一
言
の
指
導
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
新
た
に
、
規
範
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
「
神
埼
市

四
か
条
の
誓
い
」
に
つ
い
て
も
話
し

合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
共

に
触
れ
合
え
る
活
動
に
つ
い
て

　

次
の
よ
う
な
活
動
を
今
年
度
実
施

す
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◦
ラ
ジ
オ
体
操　

◦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ　

◦
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
ご
み
拾

い
・
缶
拾
い
）
◦
あ
い
さ
つ
運
動　

◦
花
の
植
栽
・
花
壇
の
水
や
り　

◦
祭
ひ
ろ
ば
・
ふ
れ
あ
い
祭　

◦
七

夕
祭
り　

◦
し
め
縄
・
門
松
作
り　

◦
も
ち
つ
き
大
会　

◦
お
宮
・
公
民

館
掃
除　

◦
春
祭
り
・
秋
祭
り
・
ぎ

お
ん
祭
・
納
涼
祭　

◦
花
見
会　

◦

盆
踊
り　

◦
お
灯
夜　

◦
せ
ん
と
う

ろ
う　

◦
敬
老
の
日
の
行
事　

◦
地

区
運
動
会　

◦
歩
こ
う
会　

◦
紙
作

品
づ
く
り　

◦
夏
の
将
棋
教
室　

◦
焼
き
肉
会　

◦
フ
ナ
釣
り
大
会　

◦
声
か
け
運
動
を
す
る　

◦
芋
ほ
り

◦
一
日
一
善
の
実
行
・
・
・

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は　
　

　

・
今
年
も
お
年
寄
り
と
の
触
れ
合

い
を
大
切
に
し
た
い

　

・
地
域
住
民
全
体
で
協
力
し
て

行
っ
て
い
く
こ
と
を
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
。

　

・
地
区
の
伝
統
行
事
に
親
子
共
々

積
極
的
な
参
加
を
要
請
す
る　

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

４
．
今
年
度
の
重
点
実
践
目
標
の
決
定

　

こ
れ
ま
で
の
目
標
を
継
続
す
る
地

区
や
新
た
な
目
標
を
決
め
た
地
区
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
健
全
な
成
長

の
た
め
に
、
各
地
区
と
も
目
標
が
達

成
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

▲駅ヶ里地区の子育て懇談会

柱１　地区の重点実践目標の反省

柱２　家庭や地域での子育てと安全の取
組状況について

柱３　子どもからお年寄りまで共に触れ
合える活動について

柱４　今年度の重点実践目標の決定
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５
．
今
年
度
の
懇
談
会
の
取
り
組
み

の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
各
地
区
の
青
少
年
育

成
推
進
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
回
収
率
68
％
）

①
会
の
進
行
に
つ
い
て

・
よ
か
っ
た
、
ま
あ
ま
あ
よ
か
っ
た

�
82
％

・
意
見
な
ど
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
、

少
な
か
っ
た�
18
％

②
司
会
者
に
つ
い
て

・
青
少
年
育
成
推
進
員�

38
％

・
公
民
館
長
（
神
埼
）�

23
％

・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
育
成
会
長�

16
％

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
役
員 �

９
％

・
区
長
、
そ
の
他�

14
％

③
子
ど
も
の
参
加

　

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
に
積
極
的

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
１
０
４
の
地

区
で
子
ど
も
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
参
加
に
よ
っ
て
、
会
の
雰

囲
気
が
盛
り
上
が
り
、
地
区
の
方
か
ら

子
ど
も
の
考
え
を
直
に
聞
く
こ
と
が

で
き
良
か
っ
た
と
か
、
子
ど
も
の
顔

と
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ

た
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

④
工
夫
す
る
点
や
改
善
へ
の
意
見

○
参
加
者
を
増
や
す
工
夫
に
つ
い
て

・
青
少
年
育
成
市
民
会
議
か
ら
の
案

内
文
だ
け
で
な
く
地
区
独
自
の
案

内
文
を
作
成
し
配
布
し
た
り
、
放

送
で
呼
び
か
け
を
し
た
り
し
た
。

（
周
知
す
る
）

・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
電
話
連
絡
で
１

軒
１
軒
に
参
加
を
促
す
。

・
運
営
委
員
は
全
員
参
加
と
し
、
地

区
と
子
育
て
の
連
携
を
図
っ
た
。

・
子
ど
も
が
い
な
い
家
庭
に
も
参
加

の
声
か
け
を
す
る
。

・
子
ど
も
の
参
加
を
積
極
的
に
促
す
。

○
懇
談
会
の
進
行
に
つ
い
て

・
司
会
者
に
つ
い
て
は
事
前
に
地
区

の
役
員
で
話
し
合
っ
て
決
め
た
。

・
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
順
番
に
意
見

　

を
述
べ
て
も
ら
う

な
ど
、
で
き
る
だ

け
全
員
の
発
言
を

促
す
。

・
柱
の
「
１
」
か
ら

「
４
」
ま
で
の
意
見

を
誰
が
言
う
か
始

め
に
お
願
い
を
し

て
、
そ
の
意
見
を

広
め
て
い
る
と
い

う
地
区
も
あ
っ
た
。

◆
神
埼
市
四
か
条
の
誓
い
に
つ
い
て

　

今
年
度
新
た
に
「
神
埼
市
四
か
条

の
誓
い
」
が
策
定
さ
れ
、
子
育
て
懇

談
会
で
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
こ
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
を
あ
げ

ま
す
。

・
難
し
い
言
葉
も
あ
る
が
内
容
は
あ

た
り
前
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

の
で
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。

・
内
容
に
つ
い
て
今
後
大
人
の
意
識

を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

・
各
家
庭
で
取
り
組
み
、
今
後
機
会

あ
る
毎
に
地
域
住
民
に
啓
蒙
し
て

い
き
た
い
。　
　
　

・
子
育
て
懇
談
会
の
数
日
前
の
配
布

で
共
通
理
解
が
で
き
な
か
っ
た
。

・
親
が
か
み
砕
い
て
教
え
な
い
と
低

学
年
の
児
童
に
は
難
し
す
ぎ
る
。

・
バ
ッ
ジ
の
針
が
危
険
で
あ
る
。・・・

な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
子
育
て
懇
談
会
を
開
く
こ
と
で
効

果
的
だ
っ
た
こ
と

・
地
区
の
子
育
て
に
対
す
る
協
力
及

び
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
子
ど
も
の
声
を
聞
い
て
保
護
者
は

も
ち
ろ
ん
地
域
の
方
々
か
ら
「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ

う
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・
普
段
あ
ま
り
話
を
す
る
機
会
が
な

い
方
と
の
話
が
で
き
信
頼
関
係
が

で
き
て
き
た
。

・
今
ま
で
地
区
行
事
に
一
度
も
参
加

さ
れ
な
か
っ
た
人
が
、
お
子
さ
ん

が
一
年
生
に
な
っ
た
の
を
機
に
初

め
て
参
加
さ
れ
た
。

◆
出
席
率
が
高
か
っ
た「
曽
根
ケ
里
」

「
龍
尾
」
そ
し
て
昨
年
度
に
比
べ

参
加
者
が
多
く
な
っ
た
「
下
西
」

「
犬
の
目
」
の
４
人
の
区
長
さ
ん

方
に
ど
の
よ
う
に
し
て
呼
び
か
け

を
し
た
の
か
尋
ね
ま
し
た

◦
子
ど
も
が
い
る
家
庭
は
親
と
子
は

出
席
を
お
願
い
し
て
い
る　

◦
地

区
独
自
の
文
書
を
持
っ
て
１
軒
１
軒

回
っ
て
呼
び
か
け
て
い
る　

◦
市
民

会
議
か
ら
の
文
書
の
み
で
な
く
地
区

独
自
の
文
書
を
作
り
家
庭
に
配
布
し

て
い
る　

◦
子
ど
も
が
い
な
い
家
庭

へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る　

◦
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
役
員
連
絡
網
を

使
っ
て
呼
び
か
け
を
し
て
い
る　

◦
地
区
の
世
話
人
さ
ん
の
出
席
も
呼

び
か
け
て
い
る　

◦
呼
び
か
け
は
１

回
だ
け
で
な
く
数
回
に
渡
っ
て
行
っ

て
い
る　

◦
放
送
で
の
呼
び
か
け
を

前
日
も
当
日
も
行
っ
て
い
る　

◦
子

育
て
懇
談
会
の
開
催
と
併
せ
て
「
子

ど
も
ク
ラ
ブ
役
員
会
」
を
同
日
に
開

催
し
て
い
る　

◦
４
・
５
・
６
年
の

子
ど
さ
ん
の
参
加
は
極
力
呼
び
か
け

て
い
る　

◦
子
ど
も
さ
ん
が
い
な
い

家
庭
に
も
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
ま
し
ょ
う
」「
み
ん
な
で
子

ど
も
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
み

ん
な
で
協
力
し
て
住
み
よ
い
町
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
そ
の
た
め
の
地

区
子
育
て
懇
談
会
で
あ
る
こ
と
を
呼

び
か
け
て
い
る
・
・
・
な
ど
な
ど

◆
今
後
に
向
け
て

　

地
区
子
育
て
懇
談
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守

り
、
育
て
ま
し
ょ
う
」
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
の
数
が
減
り
少
数

と
な
る
地
区
、
小
中
学
生
が
い
な
く

な
る
地
区
な
ど
、
少
子
化
の
傾
向
か

ら
、
家
庭
に
子
ど
も
が
い
な
い
世
帯

が
多
く
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
子
ど
も
の
教
育
は
親
だ
け
で
は

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
関
わ
り
で
人
は
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
進
む
で
あ
ろ
う
少

子
化
の
中
で
、
地
区
子
育
て
懇
談
会

は
、
保
護
者
以
外
の
大
人
の
参
加
を

促
す
手
だ
て
や
、
話
し
合
う
内
容
、

活
動
内
容
の
検
討
、
他
地
区
と
の
合

同
開
催
な
ど
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
策
定
さ
れ
た
「
神

埼
市
四
か
条
の
誓
い
」
の
規
範
意
識

の
高
揚
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い

く
か
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告
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地域づくり
わんぱく支援事業

「50代からの女性の魅力アップ講座」開催中
もっと輝きたい!!

　神埼市が支援している ｢地域づくりわんぱく支援事業｣。三世
代交流を行った地区に対し、最大２万円の補助を行っています。
今年は神埼町35地区、千代田町26地区、脊振町5地区の計66
地区から申請がありました。地区のレクレーションや古くから
伝わるお祭りなどの経費の一部として使われています。
　経費は総額２万円程度から20 ～ 30万円かかるところなど
様々ですが、高齢者から子どもまで楽しく交流されています。

　50代からの女性が対象の講座です。これから
の人生を豊かにするための貴重な体験ができ、
人生に広がりが出る場所をつくりました。今ま
での自分よりちょっとだけステップアップして、自
分を好きになれる講座を６回連続して開催中です。

第２回　今さら聞けない
　　　　大人のマナー
・気づかなかったけどマナーっ

て美しい立ち振る舞いだった
のね。

・食べる順序があるってびっく
りしたけど、体によい食べ方
だったとは‥和食はさすが!!

第３回
 フィールドワーク　
・タブレット端末を片手に城内

を歩くとＣＧで現れる城門
や天守閣。すっかりタイムス
リップしました。

・寺社巡りコースでは、ボラン
ティアの方の熱い思いが伝わ
りました。

第1回　デキル女のfacebook
・興味はあったけど不安でした。でも、

自分で立ち上げられてうれしい！！
・お友達たくさんできました。
・子供と主人がしてたのを横目で見る

だけだったけど、私も仲間に入れた
みたい！

66地区で実施中！

▲詫西地区（二十三夜尊祭） ▲大石地区（カード合わせ競争） ▲四丁目地区（ふれあい夏祭り）

◎問い合わせ先　神埼市中央公民館　☎53－2325
公民館だより

　10月２日、小城市芦刈地域交流センターで公民館研
究大会が開催され、神埼市公民館連絡協議会から11人
が参加しました。
　グループに分かれ、付箋紙を使いながらの討議（リ
アル熟議）を行いました。社会教育の職員や校区の公
民館長、職員が多い中、それぞれのグループの中で自
治公民館長という立場で参加し、地区の実態や、他の

地区の公民館など、直接意見交換することができま
した。公民館のあり方
について考えたり、防
災等を公民館が主体と
なって行っている事例
を聞いたりと、見聞が
広まる研究大会でした。

佐賀県公民館研究大会　リアル熟議に参加
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皆さまの参加をお待ちしています

吉田絃二郎生誕128年祭

▲昨年の顕彰会式 ▲昨年の神埼小学校の劇「天までとどけ」

○と　き　11月23日(祝・土)
　　　　　午前９時３０分開会
　　　　　（午前９時０0分開場）　

 ○ところ　神埼市中央公民館
　　　　　　　　　大ホール

○主な内容　
　（１）　短歌朗詠
　（２）　吉田絃二郎作品読書感想文・感想画最優秀賞者表彰
　（３）　吉田絃二郎作品読書感想文最優秀賞朗読
　（４）　仁比山小学校３年生による音読劇「正直な和尚さま」

吉
よし

田
だ

絃
げん

二
じ

郎
ろう

（1886 ～ 1956年）
　明治19年（1886年）神埼市神埼町莞牟田
生まれ。４歳の頃、佐世保市に移住。
　早稲田大学を卒業後、同校で教鞭をと
る。小説「磯ごよみ」で文壇にデビュー。

「鳥の秋」が出世作となり、随筆感想集「小
鳥の来る日」は大正時代の驚異的なベス
トセラーとなった。

※10月30日（水）～ 11月23日（土）まで、神埼市中央公民館ロビーで感想画・感想文の入賞者の
展示を行っています。（文化祭期間中はホール前廊下で展示）

※吉田絃二郎 顕彰会では会員を募集しています。
◎問い合わせ先　神埼市中央公民館　☎53－2325

駅通り公民館長からお知らせ

○と　き　10月20日（日）～ 11月９日(土)＜20日間＞
○ところ　神埼駅前～オブチ電機前までの約500m　
　　　　　神埼高校書道部による書画が約35点展示されます。

駅通りストリートギャラリー

※空調設備が故障のため、当日の気候に合わせて防寒対策を
　してお越しください。
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　つまみぐい講座は５人集まれば開講（成立）します。神埼市の人材バンク
ボランティア講師による受講料無料（材料費のみ実費）の体験講座です。
何かを始めたい初心者のための講座です。あなたの世界を広げてみませんか？
　お申し込みは神埼市中央公民館へ。申込締切：11月14日（木）
◎申込・問い合わせ先　神埼市中央公民館　☎53 ー 2325  FAX 53 ー 4940
※脊振公民館、社会教育課（千代田支所内）窓口でも受け付けます。

講　座　名
（講　師）

内　　容
（実　費） 対象人数 開催予定

日時・場所

1
初めての民

みん

踊
よう

（宮地 ケイ子）

今から民踊を始めませんか？親しみやすい音
楽に合わせて、気軽に楽しんで踊りましょう。
これからの趣味や健康づくりに最適です。初
心者のための講座です。
準備：動きやすい服装（無料）

成人女性

15人程度
３回

11月19日・26日・
12月３日（火）
10：00 ～ 12：00
神埼市中央公民館
和室研修室１・２

2
一閑張り

（西村 タツ子）

民芸品の一閑張りを作りましょう。文字や模
様をかいた和紙をザルや籠に重ね貼りし、後
日柿渋を塗って素敵な一品を作ります。前回
大好評の講座です。（実費：800円）

成人男女

15人程度
１回限定

11月29日（金）
10：00 ～ 12：00
神埼市中央公民館
第４研修室

3

始めようオカリナ

ライリッシュ・オカリナ
（松尾　恵）

オカリナを始めませんか？「オカリナ」は土
で作られた優しく素朴な音色がする楽器で
す。楽譜が読めなくても大丈夫。初心者のた
めの体験講座です。1回のみの参加も可。オ
カリナは貸し出します。（無料）

成人男女

15人まで
２回　

12月５日（木）・13日
（金）
10：00 ～ 11：30
神埼市中央公民館
第２・４研修室　

4

バルーンアート
教室

（手塚 和敏）

バルーンアートができるようになれば子ども
まつりや地域のイベントで活躍できます。お
楽しみ会やパーティで人気者になること間違
いなし。作って楽しく、もらってうれしい。
小学生は保護者の送り迎えが必要です。

（実費：ポンプ105円）

小学４年生
～大人まで

10人程度
４回限定

１月14日（火）・16
日（木）・21日（火）・
23日（木）
18：30 ～ 20：00
神埼市中央公民館
第１研修室

5

入園・入学準備
バッグ作り

アトリエ　野ばら
（野中 智子）

体操袋やブックバッグを子どもさんやお孫さ
んの大好きな布生地で。オリジナルの袋物作
りを応援します。布生地はご準備ください。
直線縫いとロックミシンを用意しています。
準備：裁縫道具、布、糸（無料）

成人男女

15人程度
１回限定

１月19日（日）
13：30 ～ 16：00
神埼市中央公民館
第１研修室

申込者多数の場合は、抽選により受講者を決定します。成立した講座の申込者には、改めて葉書で準備物等をお知
らせします。抽選漏れの場合と、残念ながら講座が成立しなかった場合は、電話でご連絡いたします。

キリトリ線

☆申込書　　脊振公民館・神埼市中央公民館・千代田支所社会教育課へ
講　座　名 名　　前 住　　　所 電　　話

クッキングは学年（　　）年

☆提案します
他にも、こんな講座を企画してほしい。（講座名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
わたしは、こんな講座ができる。（講座名　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　　　）

つまみ食い講座つまみ食い講座
第20弾！
11月～

佐賀県民カレッジ
対象講座
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神埼市中央公民館

[ 出演者から一言 ]
秋の夜長のひとときを一緒に楽しみませんか♪♪

○と　き　11 月９日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館ロビー
○内　容　エレクトローン＆ピアノデュオ
○演　者　トレーフル（馬渡・宮地）
○曲　目　♪ずいずいずっころばし♪赤い靴
　　　　　♪いっそセレナーデ♪情熱大陸
　　　　　♪スモーク・オン・ザ・ウォーター　他

◎問い合わせ先
　神埼市中央公民館　☎53－2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

　親子で、ご家族で、また、お友達とお誘いあ
わせのうえ、ぜひご参加ください   （入場無料）

▲

10
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

　
「
佐
賀
ア
ル
ス
吹
奏
楽
団
」

　

で
し
た

♪12月は「ラテン・ジャズ」の演奏です。

【観客の声】
・はじめて吹奏楽のコンサートに来て元気をもらいました。
・お腹の赤ちゃんがよく動いて反応してましたよ。
・楽器の紹介もあり楽しかった。
・知っている曲が多く楽しかった。

日 曜 催　　物 開演 入場料 主　　催

11/10 日 第７回神埼市子ども音楽の集い 9:30 無料 子ども音楽の集い実行委員会
☎44－2731　　　　　　

11/13 水 年末調整説明会 13:30 無料 鳥栖税務署　☎0942－82－3563

11/21 木 いきいき大学 10:00 会員
年会費1,000円

神埼市教育委員会（社会教育課）
☎53－2325

11/23 土 志寿利会（日舞） 10:00 1,000円 藤間 志寿利　☎44－5032

11/29 金 中部小ゆめどん読書祭 10:00 無料 神埼市立千代田中部小学校　　　
☎44－2005

※催物の内容については、主催者にお問い合わせください。

◎問い合わせ先　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44－2051　（休館日：月曜日）

水車の里遊学館ギャラリー
と　き 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

１
階
東
側

11月13日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙を体験してみませんか？
はじめての方　お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル 
根っこの会
　原　寿巳子
　山口　政子

２
階

11月１日（金）
  ～ 30日（土） 九州各地の一本桜写真展 ― 梅野　秀和

　◎申込・問い合わせ先
　　水車の里遊学館　　　☎53－8884
　　神埼市役所　建設課　☎37－0103

☆開館時間　９：30 ～ 16：00　☆休館日　毎週火曜日

○読書会
と　　き グループ名 書名 著者名 と　こ　ろ 問い合わせ先

11月

5日（火）

9：30～11：30

山王会 悪　道 森村誠一 城原公民館 手塚
☎53－0332

８日（金） 若菜会 秋
あき

月
づき

記
き

葉室　麟 ＪＡ西郷支所 境
☎52－9934

16日（土） 新樹会 悪党芭蕉 嵐山光三郎 神埼市中央公民館 杉山
☎53－4664

20日（水） 13：30～15：30 よしのこ会 親鸞と道元 五木博之
立松和平 千代田町福祉センター 古賀

☎44－2849

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表
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　「うちどく（家読）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
　家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話す。これ
が「うちどく（家読）」の基本です。
　神埼市立図書館には、うちどくオススメの本がたく
さんありますよ。ご利用ください。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

○自主サークルのおはなし会
サークル名 と    き ところ 問い合わせ先

キラ☆キラくらぶ 11月13日（水） 10：30 ～ 11：00 神埼市立図書館 開　☎090－7534－0310

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館
（中央公民館２階）

9：00
～ 18：00

火曜日、祝日
※11月３日(日)、４日(月)は開館します。
※休館日、閉館後の本の返却は、事務室へお願いします。

神埼市立図書館
☎53－2325

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 土・日曜日、祝日 社会教育課

☎44－2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 日曜日、祝日 脊振分館

☎59－2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「祈りの幕が下りる時」 東野 圭吾/著　講談社
　映像化もされた大人気の加賀恭一郎シリーズの最新刊で
す。ミステリーというよりも作品の中の人間ドラマに圧倒
されます。家族が大きなテーマで、親子の愛情とは何かと
考えさせられます。読み応え十分なシリーズの中でもおす
すめの作品なので、ぜひ読んでほしい一冊です。

「あいしてくれて、ありがとう」
 越水 利江子/作　岩崎書店
　おじいちゃんがいなくなってもおじいちゃんとの思い出
はキラキラと輝いています。おじいちゃんがつくったし
おあじのおにぎりや二人でふすまにかいた「なんでもなる
木」。しっとりと胸にしみるお話です。

◆おはなし会◆
○と　き　
　11月30日（土）
　午後２時～
○ところ　
　神埼市中央公民館
　２階和室

今月のおすすめの本

▼一般書
書名 著者名 出版社

1 永遠の0 百田尚樹 講談社
2 夢を売る男 百田尚樹 太田出版
3 等伯 安部龍太朗 日本経済新聞
4 蛍草 葉室　麟 双葉社

5 謎解きはディナーの
あとで 東川篤哉 小学館

6 おもかげ橋 葉室　麟 幻冬舎
7 糸車 宇江佐真理 集英社
8 64 横山秀夫 文藝春秋
9 冷血 高村　薫 毎日新聞社
10 桜ほうさら 宮部みゆき PHP研究所

▼児童書
書名 著者名 出版社

1 へんしんシリーズ あきやまただし 金の星社

2 ちびまるこちゃんの
あんぜんえほん さくらももこ 金の星社

3 100かいだてのいえ いわいとしお 偕成社

4 新島八重 柊　ゆたか 集英社

5 かいけつゾロリのじごく
りょこう 原　ゆたか ポプラ社

6 ぎりぎりかめん あきやまただし 金の星社

7 パンやのろくちゃん 長谷川義史 小学館

8 一期一会世界一のアイツ。 マインド・ウェイブ 学研教育出版

9 お願い！フェアリー♥ みずのまい ポプラ社

10 はらぺこあおむし エリック・カール 偕成社
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参考文献：『神埼町史』、『佐賀県の地名』平凡社、『角川日
本地名大辞典』角川書店

　早稲隈山南の山麓地帯に位置し、東西に県道佐賀川
久保鳥栖線が走っています。地名の歴史は古く鎌倉時
代の正応2年（1289）の蒙古合戦勲功地配分状案に上条
郷岩田村の田地拾町が松
浦党の山代栄に配分され
たとの記述があります。
　地区内の天童山には昭
和28年に国の史跡指定を
受けた帯隈山神籠石の一
部や丸山前方後円墳など
があります。また、佐賀
市境の山裾に「熱とり権
現さん」があり、白豆腐
を供えてお参りすると原
因不明の熱がひくといわ
れています。建物は一時
壊れましたが、平成18年
に地区民の手で再建され、
今でも多くの参拝者があ
ります。

　日の隈山の南で東を市道大町橋日の隈線が走ってい
ます。江戸時代の元禄年間この地に佐賀藩の砲術演習
場として「岩田台場」設けられ、元禄10年（1697）に
は3代藩主鍋島綱茂自らが大筒改めを行っています。岩
田台場が最も使用されたのは10代藩主直正の時で、天
保11年（1840）には武雄藩の鍋島十左衛門による砲術
演習などが行われています。演習は日の隈山を標的と
して南方の３町・８町・12町の距離から撃つもので、
市道沿線には「矢道」や「鉄砲座」などの地名が残っ
ています。
　また、近くには大砲や火薬庫、役宅、番宅などがあっ
た「台場屋敷」跡があります。すぐ南側には奈良時代、
大宰府から肥前国府に通ずる官道があるなど古代から
近世までの痕跡が見ることができます。

　神埼町西端に位置し中央を横落水路が東西に流れ、
東分、西分にわかれています。地名の由来はその昔、
大きな蛇がいて人々を困らせたという大蛇伝説による
もので、大蛇の尾の先が現れたという伝承からついた
といわれています。
　西分には蒙古合戦の際捕虜となった蒙古人が住んだ
とされる「蒙古屋敷」跡があり、その関わりがあると
いわれる尾崎焼と尾崎人形があります。尾崎焼の起源
は明らかではありませんが、地元では蒙古人から焼き
物と人形作りを教えられたと伝えられています。一方、

「葉隠」には豊臣秀吉が名護屋に向かう途中、接待に
使われた土器を大いに褒め、製作者の家永彦三郎に土
器師の朱印状を与えたとあり、その子孫がこの地で焼
き物を始めたと記しています。佐賀藩から幕府に贈る
月次献上品の中に12月には尾崎焼があげられています。
地元では尾崎焼の復興と尾崎人形の普及を目指した取
り組みを始めています。
　また、東、西分には2年に一度行われる櫛田宮のみゆ
き大祭で先払い役を務める大神楽が伝承されています。
昭和41年に県の重要無形民俗文化財に指定され、みゆ
き大祭では、両地区が交互に奉納しています。

尾 崎（おさき・神埼町）

岩 田（いわた・神埼町）

唐 香原（からこうばる・神埼町）

▲
日の隈山

▲
早稲隈山

岩田

尾崎西分

尾崎東分

唐香原

48

31



38市報かんざき 2013.11月号

（神埼サピエより南に100ｍ）

相続や家族のことで悩んでいる
土地や建物の名義を変えたい
なんでも気軽にご相談下さい（相談室あります）

営業時間：午前８時～午後６時　☎52-2079

司法書士　末永博義・井上智史

司法書士　すえなが総合事務所

時間外については、電話予約下さい

健康カレンダー（11月１日～ 12月15日）

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

11月

11日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30
神埼町保健センター

1歳未満の乳児

15日（金）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成24年3月～ 4月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～４歳未満

18日（月） 乳幼児相談  9：30～11：00

千代田町保健センター

0歳～就学前までの乳幼児

20日（水）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成22年2月～ 3月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

22日（金） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成25年7月～ 8月生

12
月

2日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 神埼町保健センター 1歳未満の乳児
6日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 千代田町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児

10日（火） リトルわんぱくＫＩＤ’Ｓ 9：30～11：00 脊振公民館 0歳～就学前までの乳幼児

13日（金）
1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成24年4月～ 5月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

健康相談（予約制）　※電話相談は随時受付
◎問い合わせ先
　神埼市役所　保健環境課
　（神埼町保健センター）
　☎51－1234
　千代田町保健センター 
　☎44－2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

11月３日

（日）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394－１
☎55－6566（小）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

11月４日

（月）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52－3848（内・循）

11月10日

（日）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

11月17日

（日）

松本医院
吉野ヶ里町三津751－9
☎52－4185（内・小）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

11月23日

（祝・土）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925－1
☎51－1110（内・胃）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

11月24日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀2504－1
☎52－1525（内）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

12月１日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507－1
☎52－3139（内・形外・皮）

中下医院
千代田町餘江128
☎44－2488（内）　

12月８日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ先　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

☆すこやか子育て相談室・フッ化物
　塗布のご予約は千代田町保健セン
　ターまで。

○と　き　　11月11日（月）・18日（月）・25日（月）・12月2日（月）・9日（月）
○時　間　　９：30～11：30
○ところ　　応相談　　
　　　　　　※場所の相談や資料の準備等がありますので、
　　　　　　　事前にお電話にてご予約ください。

有
料
広
告

日本ハンドボールリーグ佐賀大会　大崎電気戦のお知らせ
トヨタ紡織九州Red Tornado 大崎電気OSAKI OSOL

VS

日　時：12月1日（日）　15：00 ～
場　所：佐賀県総合体育館
対　戦：トヨタ紡織九州Red Tornado 対 大崎電気OSAKI OSOL
　　　　※元日本代表宮崎大輔選手所属チーム
入場料 ：一　般　1,000円　※当日チラシ持参500円
　　　　 中高生　  500円　※当日チラシ持参300円
イベント ：
　神埼市立神埼中学校吹奏楽部によるオープニング演奏・ 

華月祥ハーフタイム応援ライブ・選手サイン会・東北物
産支援販売・ユニセフ募金・ペットボトルキャップ回収

駐車場 ： 佐賀県総合体育館・佐賀県総合運動場陸上競技場
◎チラシ、試合内容、会員募集、その他のお問合せ
　レッドトルネードサポーターズクラブ事務局
　☎0952－52－8555
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談

アバンセの女性総合相談

行政・人権相談

家庭児童相談・母子自立支援相談

消費生活相談
もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

11月
1日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 １－１会議室
8日（金） 千代田支所 ２－３会議室

12月
6日（金） 神埼市役所 １－１会議室

13日（金） 千代田支所 ２－３会議室
○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

11月
12日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
15日（金）   9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
18日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室

12月
10日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
13日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
16日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ先　神埼市役所　　市長公室　　　　　☎37－0088
　　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　☎44－2111
　　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　☎59－2111

○と　き　11月21日（木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　１－１会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　11月18日（月）まで
◎問い合わせ先
　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　11月２日（土）、21日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　11月16日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ先　
　アバンセ女性総合相談　☎26－0018

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
家庭・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽にご相
談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
◎ところ・問い合わせ先
　神埼市役所　福祉課　☎37－0110

と　き　 ところ・問い合わせ先

毎週火・金曜日

  9：30～12：00
13：00～15：30

神埼市役所  商工観光課  ☎37－0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37－0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942－96－5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52－2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24－0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談できます。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　11月８日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ先
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37－0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44－5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ先
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44－2384

まずは法テラスへ
　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
　目の前の問題をどこに相談してよいか分からない方、ま
た、法的トラブルかどうか分からない方もまずは法テラス
へお気軽にお問い合わせください。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ先　法テラス佐賀　☎050－3383－5510

○と　き　　11月21日（木）　13：30 ～ 16：30
○ところ　　脊振町高齢者生活福祉センター
○受　付　　11月18日（月）まで　　※要予約
○定　員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ先
　神埼市社会福祉協議会　脊振支所　☎59－2227

○相談日　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00
○弁護士相談日　
　毎週水曜日 13:00 ～ 16:00(予約制・要面談)
◎問い合わせ先
　佐賀自動車保険請求相談センター　☎29－8768

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）

交通事故相談
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市のうごき（平成25年９月末日現在）
●人　口　33,009人（対前月　ー 22人）

（男／ 15,784人　女／ 17,231）
●世帯数　11,417世帯（対前月　＋２世帯）　

発行／神埼市　編集／総務企画部　市長公室

住所／〒842-8601　佐賀県神埼市神埼町神埼410番地

TEL．0952-37-0088　FAX．0952-52-1120

ホームページ　http://www.city.kanzaki.saga.jp/

宝くじ文化公演のご案内
　宝くじの社会貢献広報事業により「はんぎーホール」で宝く
じ文化公演を行います。今回は、翼の折れたエンジェル等のヒッ
ト曲で有名な、中村あゆみさんによる「中村あゆみアコース
ティックコンサート」です。神埼市で一流のミュージシャンに
よるコンサートを鑑賞するまたとない機会です。皆さまのご来
場をお待ちしています。
○と　き　平成26年１月25日（土）17：30開場　18：00開演
○ところ　千代田文化会館「はんぎーホール」
○入場料金　一　般 　　2,000円
　　　　　　高校生以下 1,000円（当日は500円増）
※入場料金は、宝くじの助成により特別料金となっています。
○前売り入場券発売日　11月19日（火）から
○入場券前売り所　はんぎーホール、神埼市千代田支所、
　　　　　　　　　神埼市中央公民館、神埼市脊振公民館
○その他　全席自由席　
◎問い合わせ先　はんぎーホール ☎44－2025
　　　　　　　　神埼市教育委員会　社会教育課　☎44－2731

第７回
元気かんざき市民交流祭 11月９日（土）開催

　今年はJAさが神埼地区農業まつり（楽しみん祭）と併催。神埼中学校ブラ
スバンドの演奏、前回から好評の大鍋料理やカラオケチャンピオン大会、野菜
や牛肉の特別販売も行います。

中 央 公 民 館 特 設 ス テ ー ジ
大泉逸郎歌謡ショー（無料2回公演） 獣電戦隊

キョウリュウジャーショー下記により整理券を配布しています。
先着順となりますのでお早めに。

場所／ＪＡ駐車場
　　　特設ステージ
時間／１回目
　　　10：10 ～ 10：40
　　　２回目
　　　14：10 ～ 14：40

配布場所
・神埼市役所政策推進室
・神埼市役所総合窓口班
・脊振支所総合窓口課
・千代田支所総合窓口課
・神埼市中央公民館
・はんぎーホール
●窓口に来られた方（市内在住者）

１人１枚の発行とします。
●10月15日から配布しており、なく

なり次第終了します。
●配布時間…8：30 ～ 17：15（土・

日・祝日は脊振支所・神埼市中央公
民館・はんぎーホールで配布します）

◎問い合わせ先　元気かんざき市民交流祭実行委員会事務局(神埼市役所政策推進室内）　☎37 ー 0121

公演時間
①10：00 ～ 11：00
②14：00 ～ 15：00

当日は、くねんワン、くねんニャンもやってくるよ！

会場
ＪＡさが神埼中央支所駐車場
神埼市中央公民館

37 ー 0121

観覧無料
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